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２２０１４．４ 広報なかの

　
長
い
冬
が
終
わ
り
を
告
げ
、
降
り
注
ぐ

日
差
し
の
暖
か
さ
か
ら
日
に
日
に
春
の
息

吹
を
感
じ
ま
す
。

　
信
州
中
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
の

開
花
。桜
の
蕾
が
は
じ
け
る
そ
の
た
び
に
、

一
気
に
ほ
か
の
花
々
も
咲
き
出
し
、
市
内

は
百
花
繚
乱
に
包
ま
れ
ま
す
。

～
信
州
中
野
に
春
が
咲
く
～

桜
を
巡
る

　
桜
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
花
の

色
の
違
い
を
見
て
楽
し
む
方
法
も
あ
れ

ば
、
名
所
を
巡
る
楽
し
み
、
お
気
に
入
り

の
桜
を
見
つ
け
る
楽
し
み
な
ど
十
人
十

色
。中
野
の
桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
、

自
分
だ
け
の
「
桜
の
楽
し
み
方
」
を
見
つ

け
て
は
み
ま
せ
ん
か
。
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東
山
公
園

　
眼
下
に
市
街
地
を
眺
め
、
北
信
五
岳
を

遠
望
で
き
る
東
山
公
園
は
、
園
内
に
今
昔

物
語
に
登
場
す
る
如
法
寺
や
、
崖
の
上
に

欄ら
ん
か
ん干
を
張
り
出
し
た
懸け

ん
が
い
づ
く

崖
造
り
の
観
音
堂

な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
歴
史
の
香
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
桜
の
名
所
と
し
て
も
古
く
か
ら
有
名
で
、

明
治
時
代
の
頃
か
ら
は「
観
音
さ
ん
の
桜
」

と
も
呼
ば
れ
、
現
在
も
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
桜
の
時
期
に
は
遊
歩
道

を
含
ん
で
約
１
㌔
に
お
よ
ぶ
園
内
に
、
約

５
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
桜
を
待
ち

望
ん
だ
方
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

　
昭
和
６０
年
頃
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
桜

ま
つ
り
」
は
、
東
町
区
、
普
代
区
、
東
松

川
区
の
皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
る
東
山
観
光

協
会
が
主
催
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　
東
山
公
園
観
光
施
設
の
整
備
・
拡
充
・

保
全
に
力
を
入
れ
、
古
い
枝
を
切
る
な
ど

桜
の
手
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
東
山
観
光

協
会
の
町ま

ち

だ田
幸ゆ

き

お雄
さ
ん
は
、「
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
、
観

光
施
設
を
整
え
、
大
勢
の
方
の
心
の
潤
い

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。
地
元
を

愛
す
る
人
た
ち
が
育
て
た
桜
が
、
今
年
も

満
開
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

東山桜まつり

当日は、日本舞踊や太鼓演奏
などのほか、カラオケ大会が
開催され、飛び入り参加も可
能。桜の開花期間中は、ぼん
ぼりが灯され、夜桜を楽しむ
こともできる。
また、花見小屋や屋台では名
物「あげまんじゅう」が販売
されるため、花より団子とい
う人にはそちらもオススメ。

主催 東山観光協会

日程 ４月 ２０ 日㈰
午後０時 ３０ 分から

東山観光協会
町田幸雄さんの
おすすめスポット

◀弘
こうぼうさくら

法桜（弘法の泉の
脇で雄大な姿を見せ
るこの桜は、大同２年
（８０４ 年）に弘法大師
がこの地に草庵を結ん
だ時、さした桜の杖か
ら芽が出て大きくなっ
たと伝えられている。）

▲月の兎が待つ「巡り
会いの丘」は、満開の
桜と夕日が絶景です。

　
戦
国
時
代
に
中
野
地
方
を
支
配
し
た
武

将
、
高
梨
氏
の
居
館
跡
が
残
る
高
梨
館
跡

公
園
。
高
梨
氏
館
跡
は
平
成
１９
年
２
月
に

国
指
定
史
跡
と
な
り
、
周
囲
・
園
庭
に
土

塁
や
稲
荷
社
、
井
戸
跡
な
ど
多
く
の
歴
史

が
残
る
。
こ
の
公
園
内
に
は
、
市
内
で
も

い
ち
早
く
花
を
咲
か
せ
、
春
の
訪
れ
を
告

げ
る
１０
本
の
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

が
あ
る
。
こ
の
桜
は
「
天
下
一
の
桜
」
と

称
さ
れ
る
伊
那
市
の
高
遠
城
址
公
園
に
植

え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
も
の
で
、
平

成
６
年
に
旧
中
野
市
政
施
行
４０
周
年
を
記

念
に
旧
高
遠
町
よ
り
特
別
に
寄
付
さ
れ
植

樹
を
行
っ
た
。
信
州
中
野
に
、今
年
も「
天

下
一
の
桜
」
が
春
を
運
ん
で
く
る
。

高梨桜まつり

当日は、子どもから大人
まで楽しむことができる
アトラクションが開催さ
れるほか、屋台ではお菓
子や飲み物が販売される。
整備された公園内では、咲
き誇る桜の下にシートを
広げ、頭上いっぱいに広
がる桜の景色を楽しめる。

主催 高梨桜まつり実行委員会

日程 ４月 13 日㈰
午前 １０ 時から

高
梨
館
跡
公
園

信州なかの観光協会
保
ほ し な

科陽
よ う こ

子さんの
おすすめスポット

▲関山国師（無相大師）
生誕の地にちなみ、高
梨館跡公園前の駐車場
から道路の脇にカンザ
ンザクラが東町区の皆
さんによって植樹され
ています。園内より一
足遅く咲くこの桜も、
ぜひご覧ください。
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谷
厳
寺

　
天
長
２
年
（
８
２
５
年
）
に
創
建
さ
れ
、

信
州
百
名
山
の
高
社
山
を
背
に
、
市
内
だ

け
で
な
く
善
光
寺
平
ま
で
望
郷
す
る
こ
と

が
で
き
る
谷
厳
寺
。

　
境
内
に
は
、
住
職
が
長
い
年
月
を
か
け

て
植
え
続
け
、
１
２
０
０
本
を
超
え
る
ま

で
に
な
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
、
山
門
の

脇
に
推
定
樹
齢
４
０
０
年
と
言
わ
れ
る
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る
。

　
駐
車
場
か
ら
鮮
や
か
な
桜
に
導
か
れ
て

小
道
を
歩
け
ば
、
石
段
前
の
井
戸
に
出
会

う
。
湧
き
出
る
「
延
命
水
」
は
信
州
の
名

水
に
も
認
定
さ
れ
、
市
外
か
ら
も
足
を
運

ぶ
人
が
後
を
絶
え
な
い
。

　
ま
た
裏
山
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、

千
手
観
音
坐
像
な
ど
金
色
の
仏
像
が
８
体

並
び
立
つ
。
春
の
息
吹
香
る
小
道
を
散
策

し
な
が
ら
、
仏
様
と
巡
り
合
う
時
間
も
ま

た
心
地
良
い
。

飯
山
線
沿
線

　
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
上
今
井
駅
か
ら
替
佐
駅

に
か
け
て
の
旧
街
道
沿
い
の
区
間
は
、
毎

年
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
蕾
が
一
斉
に
花
を
咲

か
せ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

　
こ
の
桜
は
昭
和
４4
年
頃
に
、
郵
便
局
員

と
し
て
働
い
て
い
た
故
・
田た

な

か中
通つ

や

じ

ろ

う

弥
次
郎

氏
が
自
ら
桜
の
苗
木
を
購
入
し
、
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
に
植
樹
し
て
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

の
方
に
親
し
ま
れ
「
通
弥
次
郎
さ
く
ら
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
桜
は
、
現
在
も
上
今
井

区
で
害
虫
の
駆
除
を
行
う
な
ど
、
地
域
の

方
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
場
所
で
あ
る
。

　
旧
上
今
井
区
長
で
、
平
成
１３
年
頃
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
花
見
大
会
の
発
起
人
の
一

人
で
あ
る
小こ

ば
や
し林

修し
ゅ
う
い
ち一

さ
ん
は
、
今
年
も
通

弥
次
郎
さ
く
ら
が
咲
く
こ
と
が
楽
し
み
と

話
す
。
参
加
者
が
少
な
く
今
で
は
花
見
大

会
は
開
催
で
き
な
い
が
、
今
後
も
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
広
く
愛
さ
れ
続
け
る
桜
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　
今
年
も
通
弥
次
郎
氏
の
想
い
を
乗
せ
て

桜
は
、
春
爛
漫
と
咲
き
誇
る
。

▲ここから見る高社山、桜、飯山線のバランスが
良いと話す小林修一さん。桜の話になると思わず
笑みが。今年も春が待ち遠しいとのこと。

▲千曲川の河川敷から
見上げる桜並木も絶景

信州なかの観光協会
土
つ ち や

屋恵
え み

美さんの
おすすめスポット

▲谷厳寺周辺には、菜
の花も植えられており、
さまざまな場所で美し
い黄色い花を咲かせま
す。開花のタイミング
が合えば、桜と共に咲
く絶景も見ることがで
きます。ぜひご覧くだ
さい。
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このほかにも、市内にはたくさんの桜が咲きます。
さあ、春風に誘われて、咲き誇る桜を見に出掛けましょう。
待ちに待った春の便り、桜前線はもうすぐそこです。桜信州中野

マップ
替佐城跡

見頃：４月中旬～下旬
武田信玄により築城。現
在約 800 本の桜が植えら
れ、春には山が桜色に染
まります。

13

飯山線沿線
見頃：４月中旬～下旬
1２

浜津ケ池
見頃：４月中旬～下旬

池の周りに桜並木が広が
り、沿道を歩きながら眺
める桜はまさに絶景です。

1１

真引川
見頃：４月中旬～下旬

真引川沿いに約１．５㌔
の桜並木が続きます。満
開時は圧巻の一言。

10

ぽんぽこの湯
見頃：４月下旬～５月中旬

北信五岳を一望すること
ができるぽんぽこの湯。
そのぽんぽこの湯周辺は
散策路も整備され、春に
は桜が駐車場周辺に一斉
に咲き、辺り一面淡いピ
ンク色に染まります。

９ 常楽寺
見頃：４月中旬～下旬

上杉謙信の養子、景勝が寄
進した寺院であり、常楽寺
文書と本堂の欄間は市指定
有形文化財に指定されてい
ます。境内のシダレザクラ
のほか、駐車場脇には見事
な桜が花を咲かせます。

８ 一本木公園
見頃：４月中旬～下旬

花公園として、バラやシャ
クヤク、ダリアが全国的に
も有名な一本木公園。市民
憩いの場所となっているこ
の公園には約 10 種類の桜が
あり、園内のいたるところ
できれいにな花を開きます。

７

東山公園
見頃：４月中旬～下旬
６

高梨館跡公園
見頃：４月上旬～下旬

５

壁田城山
見頃：４月中旬～下旬
３

谷厳寺
見頃：４月中旬～下旬
２

▼ 市役所付近拡大図

至ぽんぽこの湯

中山晋平記念館

高社寮

福祉ふれあいセンター

東山クリーンセンター
日本土人形資料館

市民プール

中野消防署

中野浄化管理センター

西部公民館

北信濃ふるさとの森文化公園

一本木公園（バラ公園） 
 
   　
 

市民体育館

温泉公園もみじ荘

高野辰之記念館

永田窓口サービスステーション

まだらおの湯

道の駅ふるさと豊田
ふるさと苑

豊田衛生センター

田麦浄水場

北部公民館

長野県北信合同庁舎

市民会館

中央公民館
勤労青少年ホーム
働く婦人の家

市立図書館

中野保健センター

中野陣屋・県庁記念館

まちなか交流の家

中野放課後児童クラブ

中野警察署
北信総合病院

高梨館跡公園

 B&G海洋センター

豊田支所

日野小学校

延徳小学校

中野平中学校

平野小学校

高社中学校

平岡小学校

科野小学校

倭小学校

長丘小学校

高丘小学校

豊井小学校

永田小学校

豊田中学校

中野小学校

中野西高等学校

市役所

中野立志館高等学校

２1 ４３ ５

A

B

C

E

F

G

南宮中学校

中野地域
職業訓練センター

信濃中野税務署

１

２

３

４

７

５ ６

８

９

１０

１１

12

13

竹原夜間瀬川堤防
見頃：４月中旬～下旬
竹原地区の夜間瀬
川堤防沿いに桜並
木が続き、整備さ
れた遊歩道を歩け
ばゆっくりとお花
見ができます。す
ぐ近くには長野電
鉄も通っており、
列車も一緒に眺め
ることができます。

４

柳沢滝ノ沢

市の指定天然記念物
となっている柳沢の
エドヒガンザクラ。
市内の桜の中では一
番の古木かつ巨樹と
なるこの桜は、ひっ
そりと隠れるように
白い花を咲かせま
す。

見頃：４月下旬
１
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○
応
募
方
法

・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

都
市
計
画
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
都
市
計
画
課
、
豊
田
支
所
地

域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

・
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
必
ず

応
募
対
象
と
な
る
所
有
者
の
承
諾
を
得

た
上
で
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
１
人
何
件
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
対
象
１
件
ご
と
に
応
募
用
紙
１
枚

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

用
紙
は
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

・
過
去
に
中
野
市
景
観
賞
を
受
賞
し
て
い

る
作
品
と
重
複
す
る
場
合
は
、
審
査
の

対
象
外
と
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
　

４
月
７
日
㈪
～
９
月
５
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.nagano.jp

部  門 内　　容 表彰
件数

花づくり
緑化部門

市内沿道で生垣、花づくりなどを
実施し、良好に維持管理している
団体または個人（※開花期に撮影
した写真での審査となります）

２件
以内

景観写真
部門　　

おおむね過去２年以内に、北信五
岳、高社山、千曲川などの恵まれ
た眺望や未来に残したい町並など
を撮影した自作の未発表写真（サ
イズ：キャビネ版、デジタルカメラ可・
合成などの加工は不可）

２件
以内

応募（推薦）対象部門

平
成
２6
年
度 

中
野
市
景
観
賞

　
市
で
は
景
観
へ
の
理
解
を
深
め
、
美
し

い
景
観
を
守
り
、
育
て
、
創
る
環
境
づ
く

り
の
推
進
を
目
的
に
、
中
野
市
景
観
賞
を

実
施
し
ま
す
。

　
景
観
は
、
人
と
自
然
が
生
み
出
す
文
化

で
す
。
私
た
ち
の
住
む
中
野
市
は
、
雄
大

な
山
々
や
清
ら
か
な
河
川
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
と
、
多
く
の
文
化
的
遺
産
に
恵
ま

れ
、美
し
い
景
観
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
景

観
や
、
花
づ
く
り
な
ど
実
施
し
て
い
る
団

体
・
個
人
を
募
集
（
推
薦
）
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
か
ら
の
ご
応
募
（
推
薦
）
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
23
回
ば
ら
制
定
都
市
会
議
（
以
下
、

ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、
６
月
１２
日
㈭
、
１３

日
㈮
に
、
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
、

一
本
木
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴
い
、

バ
ラ
育
種
家
の
河か

わ

い合
伸た

か

し志
さ
ん
か
ら
市
へ

新
品
種
の
バ
ラ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
バ
ラ

の
名
称
を
募
集
し
、
第
23
回
ば
ら
サ
ミ
ッ

ト
で
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
７
日
㈪
～
５
月
16
日
㈮
（
必
着
）

応
募
方
法

　「
官
製
は
が
き
」
ま
た
は
「
第
23
回
ば

ら
制
定
都
市
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募

フ
ォ
ー
ム
（http://www.city.nakano.

nagano.jp/summite/index.asp

）」
に

次
の
事
項
を
記
入
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
バ
ラ
の
名
称
（
１
通
に
つ
き
５
つ
の
名

称
ま
で
可
）、
②
名
付
け
た
理
由
、
③
郵

便
番
号
、
④
住
所
、
⑤
氏
名
、
⑥
性
別
、

⑦
年
齢
、
⑧
電
話
番
号

募
集
内
容
・
選
考
基
準
な
ど

○
市
民
に
長
く
親
し
ま
れ
る
名
称

○
名
称
に
は
「
な
か
の
」
の
文
字
を
入
れ

る
こ
と

○
バ
ラ
の
名
称
は
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ

ナ
、
漢
字
（
ふ
り
が
な
付
き
）
に
限
る

○
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
名
称
を
除
く

○
決
定
し
た
名
称
に
関
す
る
一
切
の
権
利

は
市
に
帰
属
と
な
り
ま
す

景
品
内
容

　
名
称
採
用
者
と
、
応
募
者
か
ら
抽
選
で

５
人
に
、「
新
し
い
バ
ラ
の
苗
木
」、「
農

産
物
詰
合
せ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
な
お
、「
中
野
市
の
新
し
い
バ
ラ
の
発

表
会
」
は
、
６
月
１３
日
㈮
に
一
本
木
公
園

内
第
23
回
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

す
て
き
な
景
観
を
募
集
し
ま
す

名
称
募
集
お
よ
び
発
表
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
中
野
市
の
新
し
い
バ
ラ
」

新品種の特徴
系
統
：
シ
ュ
ラ
ブ
（
自
立
可
、
伸
ば
し
て

　
　
　
つ
る
バ
ラ
も
可
）

花
色
：
白
と
ピ
ン
ク
の
ス
ト
ラ
イ
プ

花
径
：
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

香
り
：
中
程
度

樹
勢
：
強
い

樹
高
：
２
㍍
前
後

花
形
：
波
状
弁
の
浅
い
カ
ッ
プ
状
の
花

開
花
：
返
り
咲
き
（
春
か
ら
夏
は
よ
く

　
　
　
咲
き
、
秋
は
少
な
い
が
咲
く
）

備
考
：
耐
病
性
が
あ
り
、
育
て
や
す
い

▲平成 ２４ 年度中野市景観賞
　景観写真部門　受賞作品
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投
票

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
中
野
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
中
野
市
議

会
議
員
の
任
期
は
４
年
で
、
定
数
は
２０
人

で
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
か
で
、
こ

れ
か
ら
の
市
政
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で

す
。
一
票
の
力
を
信
じ
て
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
投
票
日
当
日
に
投
票
に

行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
や
不
在
者

投
票
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

　
平
成
６
年
４
月
２１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

平
成
２６
年
１
月
１２
日
ま
で
に
市
の
住
民
と

な
っ
た
（
転
入
届
を
出
し
た
）
方
で
、
引

き
続
き
投
票
日
現
在
の
市
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方

期
日
前
投
票

○
市
役
所
本
庁
舎

　
期
間
　
４
月
１４
日
㈪
～
１９
日
㈯

　
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

○
豊
田
支
所
、
北
部
公
民
館
、
西
部
公
民
館

　
期
間
　
４
月
１７
日
㈭
～
１９
日
㈯

　
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時

○
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

※
今
月
の
広
報
な
か
の
に
添
付
さ
れ
て
い

る
「
宣
誓
書
」
を
事
前
に
ご
記
入
の
上
、

入
場
券
と
併
せ
て
期
日
前
投
票
所
に
お

持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
宣
誓
書
は
、
中
野
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
は
、
市

内
を
拠
点
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
高
木
こ

ず
え
さ
ん
に
写
真
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

～ひとがつくるまち　わたしがつくる未来～

中野市議会議員選挙

４月２０日㈰（予定）
午前７時～午後８時
（一部の投票所は午前７時～午後７時まで）

▲中野市議会議員一般選挙ポスター

作
品
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　「sajiki

」
と
い
う
写
真
を
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
写
真
は
見
る
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
る
写
真
で
す
。

強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
で
訴
え
る
よ
り
も
、「
何

だ
ろ
う
」と
目
に
と
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

見
る
方
に
自
分
で
想
像
し
た
り
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

　１９８５ 年長野県生まれ。東京
工芸大学芸術学部写真学科在学
中の ２００６ 年にデビュー。直後
にキャノン、エプソンの２冠を
同時受賞という華やかな経歴で
注目を集める。旧来の写真の枠
に収まらない制作手法で新しい
アートの地平線を切り開いてき
た。２０１０ 年には第 ３５ 回木村伊
兵衛写真賞を受賞し、現在市内
にて制作活動中。

▼高木こずえプロフィール



　
平
成
２６
年
度
予
算
は
、
「
変
わ
ら
な
い
の
が
異
常
、
変
わ
る

の
が
常
」
を
念
頭
に
、
事
業
の
目
的
や
効
果
を
見
極
め
、
市
民

と
の
情
報
の
共
有
・
連
帯
・
協
働
に
よ
り
元
気
な
中
野
市
の
実

現
に
向
け
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
総

額
２
百
億
４
千
万
円
で
、
平
成
２５

年
度
当
初
予
算
比
較
で
は
、
金
額

に
し
て
８
億
４
千
万
円
、
率
に
し

て
４
・
４
％
の
増
と
な
り
、
平
成

17
年
の
新
市
発
足
以
来
、
初
め
て

２
百
億
円
を
超
え
る
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
市
民
の
安
心

し
た
生
活
を
支
え
る
予
算
と
し
つ

つ
、
中
野
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

そ
の
情
報
を
県
内
外
へ
発
信
す
る

な
ど
、
市
民
生
活
の
充
実
を
図
る

予
算
と
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
財
政
状
況
は
、

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
財
源
の

配
分
に
心
掛
け
、
的
確
に
事
業
を

選
択
し
、
引
き
続
き
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
地
方
自

治
の
理
念
に
基
づ
き
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度

予
算

前年度比　８億4,000万円の増（104.4％）

２００億4,000万円一般会計
予 算 額

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち

思いやりと地域の
連帯で支える健康
福祉のまちづくり

子どもの元気を
ふるさとの未来に
つなげるまちづくり

地球環境との
共生と豊かな心の
人間社会づくり

地域が育て地域が
守る教育と文化の
まちづくり

市民一人ひとりに
開かれた市民参加と
協働のまちづくり

①

②

③⑥

④

安全・快適で機能的
な都市基盤づくり

⑦

産業が連携し、
新しい価値を生み
出すまちづくり

⑤

８２０１４．４ 広報なかの



　一般会計は、市が行う事業の大部分を
占め、市民の皆さんから納付していただ
く市税や、国、県からの交付金などが主
な財源となります。
　これに対して特別会計は、特定の事業
を行うための予算で、主に保険料や使用
料などの収入で賄われています。
　また、企業会計は、事業で得る収入に
よって支出を賄う独立採算型の会計とな
ります。

会計別予算額
会計名 予算額 前年比

一般会計 200億4,000万円 4.4%

国民健康保険事業 52億5,310万円 0.3%

後期高齢者医療事業 4億3,555万円 10.5%

介護保険事業 39億8,748万円 2.8%

倭財産区事業 73万円 △30.5%

特別会計 永田財産区事業 39万円 △25.3%

中野財産区事業 210万円 △8.6%

下水道事業 18億3,034万円 △1.1%

農業集落排水事業 7億1,493万円 0.0％

計 122億2,462万円 1.2％

企業会計 水道事業 17億6,318万円 13.3%

◇民生費は、消費税増税に伴う臨時給付金
給付事業および（仮称）新西町保育園建
設工事に伴う保育所維持整備事業などに
より、前年度比で約８億９千万円の増額
となります。
◇衛生費は、新斎場建設に伴う北信保健衛
生施設組合負担金の増加がありますが、
北信総合病院新西病棟の完成などにより
再構築事業の負担金が減少し前年度比で
約２億２千万円の減額となります。
◇農林水産業費は、共選所の選果機整備な
ど園芸産地育成事業の増加により、前年
度比で約２億２千万円の増額となります。

歳出の主な特徴

民生費
64億8,476万1千円

32.4％

総務費
24億4,988万6千円

12.2％
衛生費

23億9,942万4千円
12.0％

公債費
22億5,382万8千円

11.2％

教育費
16億6,620万3千円

8.3％農林水産業費
10億7,450万7千円

5.4％ 土木費
21億212万8千円
10.5％

歳　出

消防費
7億254万7千円

3.5％

商工費
5億8,276万4千円

2.9％

その他
3億2,395万2千円

1.6％

200 億 4,000 万円

◇市税収入は、ほぼ前年並みを見込んでい
ます。

◇地方消費税交付金については、地方
消費税の引き上げにより、前年度比
２億６千万円の増額を見込んでいます。

◇地方交付税については、国の地方財政計
画や実績から、前年度比５千万円の減額
を、臨時財政対策費については２億円の
減額を見込んでいます。

歳入の主な特徴

市　税
53億9,850万円
26.9％

地方交付税
59億5,000万円
29.7％

国庫支出金
19億4,338万7千円

9.7％

市　債
20億4,920万円
10.2％

県支出金
11億90万2千円

5.5％

諸収入
9億451万8千円

4.5％

その他
11億435万4千円

5.6％

歳　入

地方消費税交付金
7億300万円
3.5％
繰入金

8億 8,613 万 9千円
4.4%

200 億 4,000 万円

９ ２０１４．４広報なかの



主
な
事
業

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
財
政
係
☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

　

総
合
計
画
で
掲
げ
た
都
市
像
『
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化

が
香
る
元
気
な
ま
ち
』
の
柱
と
な
る
、
７
項
目
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

平成26年度

予算

１０２０１４．４ 広報なかの

１
市
民
一
人
ひ
と
り
に

開
か
れ
た
市
民
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

２
思
い
や
り
と
地
域
の

連
帯
で
支
え
る
健
康

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

３
子
ど
も
の
元
気
を

ふ
る
さ
と
の
未
来
に

つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

凡
例
説
明

　
●
は
新
規
事
業
（
来
年
度
も
継
続
予
定

の
あ
る
事
業
）、
□
は
臨
時
事
業
（
平
成

２６
年
度
の
み
の
事
業
）、
◎
は
拡
大
事
業

（
内
容
を
拡
充
し
た
事
業
）、
◆
は
継
続
事

業
、
金
額
は
事
業
予
算
額
を
表
し
て
い
ま

す
。

□ 

地
域
防
災
計
画
修
正
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
４
万
３
千
円

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
な
ど
に
伴
い
、

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

● 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
若
者
会
議
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６８
万
５
千
円

市
の
将
来
を
担
う
若
者
自
ら
が
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
、

長
期
的
な
展
望

に
立
っ
た
施
策

に
つ
い
て
事
業

提
案
を
行
う
若

者
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

● 

合
併
１０
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７
万
１
千
円

合
併
か
ら
１０
周
年
を
記
念
し
て
開
催
す
る

式
典
な
ど
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

● 

新
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
１
５
万
２
千
円

平
成
２９
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

基
本
計
画
策
定
な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

◆ 

消
防
設
備
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
１
２
万
円

消
防
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台

お
よ
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
４
台
を
更
新
し

ま
す
。

◆ 

地
域
医
療
従
事
医
師
奨
学
資
金
貸
付

　

 

事
業　
　
　

 　
　
　

１
２
０
０
万
円

卒
業
後
３
年
以
内
に
、
北
信
総
合
病
院
の

医
師
と
し
て
従
事
す
る
意
思
を
有
す
る
方

に
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆ 

北
信
総
合
病
院
再
構
築
事
業

　
　
　
　
　
　

４
億
４
４
５
３
万
３
千
円

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
北
信
総

合
病
院
の
再
構
築
に
対
し
、
財
政
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆ 

健
（
検
）
診
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
１
７
４
３
万
９
千
円

基
本
健
診
、各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

図
り
ま
す
。

● 

障
が
い
者
福
祉
施
設
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
２
万
３
千
円

障
が
い
者
生
活
介
護
施
設
を
開
所
し
、
障

が
い
者
の
日
中
の
活
動
の
場
の
確
保
と
、

家
庭
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◎ 

シ
ル
バ
ー
乗
車
券
・
温
泉
利
用
助
成

　

 

券
給
付
事
業　

 

２
３
１
６
万
２
千
円

７０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
シ
ル
バ
ー
乗
車

券
・
温
泉
利
用
助
成
券
を
共
通
券
と
し
て

給
付
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル

バ
ー
乗
車
券
の

利
用
範
囲
に
一

般
タ
ク
シ
ー
お

よ
び
介
護
タ
ク

シ
ー
を
加
え
ま

す
。

◆ 

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 　

補
助
事
業　
　

 　
　
　

７
１
０
万
円

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
係
る

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
１
回
１
０
０
０
円
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。（
対
象
は
中
学
校
３
年
生
ま

で
）

● 

不
育
症
治
療
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

不
育
症
治
療
を
行
っ
て
い
る
夫
婦
に
対

し
、
治
療
費
の
一
部
を
補
助
し
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

● 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

　

 

定
事
業 　
　
　
　
　
　

４
０
８
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制

の
確
保
お
よ
び
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
実

施
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
（
仮
称
）
新
西
町
保
育
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

４
億
９
６
１
６
万
７
千
円

「
中
野
市
保
育
所
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
育
所
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
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４
地
球
環
境
と
の

共
生
と
豊
か
な
心
の

人
間
社
会
づ
く
り

５
産
業
が
連
携
し
、

新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

６
地
域
が
育
て
地
域
が

守
る
教
育
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

７
安
全
・
快
適
で
機
能
的
な

都
市
基
盤
づ
く
り

● 

し
尿
等
投
入
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
２
０
万
円

し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
を
中
野
浄
化
管

理
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
た
め
、
投
入
施

設
建
設
な
ど
、
財
政
負
担
の
軽
減
お
よ
び

生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

● 

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
８
万
１
千
円

環
境
に
優
し
く
災
害
に
強
い
産
業
都
市
の

構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

□ 

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
０
０
０
万
円

共
選
所
に
選
果
機
を
導
入
し
、
出
荷
体
制

の
整
備
、
産
地
競
争
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

□ 

ば
ら
制
定
都
市
会
議（
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
）

　

 

開
催
事
業　

 　
　
　
　

６
５
０
万
円

全
国
２２
の
自
治
体
が
加
盟
し
て
い
る
ば
ら

サ
ミ
ッ
ト
を
中
野
市
で
開
催
し
ま
す
。

□ 

中
野
市
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
０
万
円

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
民
間
情
報

誌
を
活
用
し
た
専
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
ま
す
。

◎ 

新
規
就
農
者
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
９
０
万
円

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
支
援
に
加
え
、
新

規
参
入
者
の
農
業
機
械
、
住
居
な
ど
の
取

得
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎ 

遊
休
荒
廃
農
地
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
２
０
万
３
千
円

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

● 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
４
万
円

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

な
ど
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、

バ
ラ
ま
つ
り
来
場

者
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
農
産
物
、
農

産
加
工
品
な
ど
の
周
知
と
市
内
周
遊
を
促

進
し
ま
す
。

◎ 

お
披
露
目
商
談
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
５
万
円

農
産
物
、
農
産
加
工
品
な
ど
の
情
報
発
信

を
目
的
に
、
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
商

談
会
を
開
催
し
、
平
成
２６
年
度
は
県
外
で

も
開
催
し
ま
す
。

● 

童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
ア
ン
サ
ン

　

 

ブ
ル
フ
ェ
ス
開
催
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
１
万
３
千
円

音
楽
交
流
の
促
進

と
文
化
芸
術
の
発

展
を
図
る
た
め
、

信
越
自
然
郷
９
市

町
村
、
姉
妹
都
市
、

知
音
都
市
な
ど
と

連
携
し
て
、
合
唱

団
、
吹
奏
楽
団
、
管
弦
楽
団
の
音
楽
発
表

会
を
行
い
ま
す
。

◎ 

小
中
学
校
熱
中
症
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
３
０
万
円

よ
し
ず
の
購
入
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付

な
ど
猛
暑
対
策
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
熱

中
症
予
防
対
策
を
講
じ
ま
す
。

◎ 
英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
２
６
万
円

中
学
校
の
英
語
教
育
と
小
学
校
で
必
修
化

さ
れ
る
外
国
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
、
英
語
指
導
助
手
を
増
員
し
、
各
中
学

校
に
１
人
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

● 

音
楽
親
善
大
使
（
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）

 　

任
命
事
業　

 　
　
　
　

１
０
０
万
円

音
楽
都
市
と
し
て

の
知
名
度
を
高
め

る
た
め
、
著
名
な
音

楽
家
を
音
楽
親
善

大
使
と
し
て
任
命

し
、
イ
ベ
ン
ト
出

演
を
通
し
て
、
本

市
ゆ
か
り
の
名
曲

の
宣
伝
や
、本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

◆ 

新
斎
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

３
億
３
０
０
６
万
６
千
円

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
で
整
備
す
る
新

斎
場
建
設
に
係
る
事
業
費
を
負
担
し
ま

す
。

□ 

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
た
め
、
道
路

ス
ト
ッ
ク
（
ト
ン
ネ
ル
、道
路
付
属
施
設
、

法
面
、
土
木
構
造
物
）
の
総
点
検
を
行
い

ま
す
。

◆ 

住
宅
性
能
向
上
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

住
宅
所
有
者
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
行

う
住
宅
性
能
を
向
上
さ
せ
る
工
事
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
９
万
２
千
円

集
団
保
育
の
困
難
な
、
疾
病
に
か
か
っ
て

い
る
児
童
お
よ
び
回
復
過
程
に
あ
る
児
童

を
、
一
時
的
に
預
か
る
事
業
を
実
施
し
ま

す
。



１2２０１４．４ 広報なかの

条
　
例

補 

正 

予 

算

３
月
市
議
会
定
例
会
報
告

　
３
月
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か

ら
20
日
ま
で
、
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
案
３
件
、
予
算

案
14
件
、
事
件
案
１
件
の
合
わ
せ
て
18
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
案

に
よ
る
意
見
書
な
ど
に
つ
い
て
も
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
一
般
会
計
（
第
５
号
）
》

　
平
成
２５
年
度
の
一
般
会
計
予
算
か
ら

６
５
１
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
１
９
３
億
８
３
７
１
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉

●
危
機
管
理
費
で
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

「
中
野
市
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
」
の
制
定

　「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

中
野
市
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
集
会
施
設
の
新
設
や
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
更
新
な
ど
、
辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の

対
象
事
業
や
事
業
費
の
計
画
の
変
更
に
当

た
り
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

計
画
の
変
更

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に

基
づ
く
生
活
介
護
事
業
を
実
施
す
る
「
障

が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

「
中
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
」

の
制
定

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ

く
「
中
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を

設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

「
中
野
市
社
会
教
育
委
員
条
例
」
の
一
部

改
正

　
第
３
次
一
括
法
に
基
づ
く
「
社
会
教
育

法
」
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
同
法
で

定
め
て
い
た
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基

準
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

タ
ル
化
の
設
計
事
業
を
、
新
庁
舎
建
設
に

併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
た
た
め
、
設
計
委

託
料
１
５
０
０
万
円
の
減
額

●
企
画
費
で
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増
額

に
伴
い
積
立
金
４
６
３
万
５
千
円
の
増
額

〈
民
生
費
〉

●
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
就
労
継

続
支
援
・
施
設
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、

扶
助
費
２
０
０
０
万
円
の
増
額

〈
衛
生
費
〉

●
国
の
指
示
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控

え
た
こ
と
か
ら
、
接
種
希
望
者
が
大
幅
に

減
少
し
た
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
費
１
３
０
０
万
余
円
の
減
額

●
斎
場
の
他
、
各
事
業
の
事
業
費
確
定
見

込
み
に
よ
り
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
９
４
２
１
万
余
円
の
減
額

〈
商
工
費
〉

●
市
内
工
業
の
育
成
と
企
業
立
地
の
促
進

を
図
る
た
め
、
工
場
の
新
設
な
ど
に
係
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
助
成
す
る
た
め
、

工
業
推
進
事
業
費
９
６
９
万
余
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉

●
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
休
憩
施
設
を
整
備

す
る
た
め
、
公
園
緑
地
維
持
整
備
事
業
費

１
０
５
０
万
円
の
増
額

〈
教
育
費
〉

●
柳
沢
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
お
よ
び
笠
倉

遺
跡
発
掘
調
査
が
完
了
し
た
た
め
埋
蔵
文

化
材
発
掘
調
査
事
業
費
９
７
５
万
６
千
円

の
減
額

　
そ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
、
債

務
負
担
行
為
の
追
加
・
変
更
な
ら
び
に
地

方
債
を
補
正

《
一
般
会
計
（
第
６
号
）
》

　
２
月
の
豪
雪
に
伴
う
除
排
雪
経
費
の

増
額
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
2５
年

度
の
一
般
会
計
予
算
に
６
３
０
０
万

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
９
４
億
４
６
７
１
万
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
幹
線
農
道
の
除
雪
経
費
と
し
て
農
地
費

５
０
０
万
円
の
追
加

〈
土
木
費
〉

●
不
足
が
見
込
ま
れ
る
除
排
雪
経
費
と
し

て
除
雪
費
６
０
０
０
万
円
の
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉

●
上
水
道
事
業
の
統
合
計
画
に
つ
い

て
、
現
状
の
水
利
使
用
の
見
通
し
が
つ
い

た
こ
と
に
よ
り
統
合
認
可
申
請
委
託
料

２
０
０
０
万
円
の
減
額

●
耐
震
診
断
の
結
果
、
大
規
模
な
補
強
工

事
な
ど
の
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
設
計

委
託
料
等
２
４
０
０
万
円
の
減
額

　
そ
の
ほ
か
、
豪
雪
の
影
響
に
よ
り
年
度

内
で
の
工
事
し
ゅ
ん
工
が
見
込
め
な
い
事

業
に
つ
い
て
繰
越
明
許
費
を
設
定
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農業

大
雪
に
よ
る

農
業
被
害
に
対
す
る
支
援
策

　
市
で
は
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
皆

さ
ん
が
、
今
後
も
意
欲
を
持
っ
て
農
業
を

継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
支
援

策
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
撤
去
・

運
搬
・
処
分
へ
の
助
成

　
国
・
県
と
連
携
し
て
、
復
旧
や
修
繕
を

行
う
農
家
に
対
し
、
次
の
基
準
単
価
ま
た

は
実
際
の
支
払
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
資
材
倉
庫
、

機
械
格
納
庫
、
果
樹
棚
、
畜
舎
な
ど
は
今

後
、
国
か
ら
示
さ
れ
ま
す
。

・
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
　
１
２
０
０
円
／
㎡

・
鉄
骨
ハ
ウ
ス
　
８
８
０
円
／
㎡

・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
自
力
撤
去
以
外
）　

２
９
０
円
／
㎡

・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
自
力
撤
去
）　

１
１
０
円
／
㎡

◆
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
再
建
、

修
繕
へ
の
助
成

　
国
・
県
と
連
携
し
て
、
農
家
に
対
し
次

の
経
費
に
１０
分
の
９
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

•

被
害
前
と
同
程
度
の
ハ
ウ
ス
の
建
設
・

取
得
に
要
す
る
経
費

•

パ
イ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
復
旧
・
修

繕
に
必
要
な
資
機
材
に
要
す
る
経
費

•

ハ
ウ
ス
の
付
帯
施
設
の
整
備
に
要
す
る

経
費

◆
農
道
の
除
雪

　
各
区
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
直
営
お
よ
び

業
者
委
託
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
地
元

対
応
の
場
合
は
、
燃
料
費
・
オ
ペ
レ
ー
タ

代
に
１０
分
の
１０
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
果
樹
体
の
復
旧
、
野
菜
・
花
き
の
植
え

替
え
用
種
苗
購
入
へ
の
助
成

　
県
と
連
携
し
て
、
Ｊ
Ａ
な
ど
農
業
者
団

体
に
対
し
次
の
経
費
に
２
分
の
１
以
内
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

・
果
樹
…
折
れ
た
枝
の
復
旧
に
要
す
る
穂

木
、
資
材
の
購
入

・
野
菜
、
花
き
…
代
作
用
種
苗
の
購
入

※
果
樹
の
改
植
、農
家
負
担
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
消
雪
剤
購
入
へ
の
助
成

　
Ｊ
Ａ
が
支
出
し
た
消
雪
剤
購
入
支
援
に

対
し
、
２
分
の
１
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
災
害
関
連
資
金
の
無
利
子
化
へ
の
利
子

助
成

　
県
と
連
携
し
て
、
Ｊ
Ａ
が
創
設
す
る
災

害
関
連
資
金
に
対
し
１
・
０
％
の
利
子
助

成
を
行
い
ま
す
。

　
撤
去
・
再
建
な
ど
に
当
た
っ
て
は
、
３

者
以
上
か
ら
見
積
書
を
徴
取
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
被
害
状
況
の
分
か
る
写
真
、
作

業
日
誌
・
メ
モ
、
費
用
な
ど
の
証
拠
書
類

を
必
ず
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

公の施設の指定管理者を指定しました施設

　公の施設の管理運営を行う指定管理者を、４月１日付けで下表のとおり指定しました。

施設名称 指定管理者 所管課
中野市デイサービスセンター
うまし苑（城山）、つどい苑（白山）、さくら（すみれ）社会福祉法人　中野市社会福祉協議会 高齢者支援課

中野市ぴあワーク就労支援施設、中野市りんごの木
共同作業所、中野市福祉ふれあいセンター、中野市
福祉ふれあいセンター永田分場

社会福祉法人　中野市社会福祉協議会 福祉課

中野市屋内ゲートボール場、中野市農村環境改善セ
ンター帯の瀬ハイツ、中野市帯の瀬農産物加工施設

公益社団法人　中野広域シルバー人材
センター

高齢者支援課
農政課

中野市乗馬センター 中野市体育協会　中野乗馬クラブ 農政課
中野市浜津ケ池公園市民センター 信州中野蕎麦文化普及会 商工観光課
中野陣屋・県庁記念館、中野市観光会館・日本土人
形資料館、信州中野観光センター、中野市晋平の里
間山温泉公園

一般財団法人　中野市産業公社 商工観光課

中野地域職業訓練センター 職業訓練法人　中高職業訓練協会 商工観光課
中野市豊田農産物加工施設 中野市豊田農産物加工施設利用組合 地域振興課
中野市豊田温泉公園、中野市斑尾高原体験交流施設、
中野市豊田ふるさと交流館 株式会社　斑尾 地域振興課

問い合わせ先　政策情報課行政管理係　☎（２２）２１１１（内線４０１）

◎指定期間は平成 ２６ 年４月１日から平成 ３１ 年３月 ３１ 日までの５年間です
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【
縦
覧
制
度
】

　
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
公
開
す
る
こ
と

で
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
期
間

　
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
（
土
曜
、日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
15
分

縦
覧
で
き
る
方

　
固
定
資
産
税
納
税
者
。
な
お
、
土
地
の

納
税
者
は
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」、

家
屋
の
納
税
者
は
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」、
土
地
・
家
屋
の
納
税
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
内
容
　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価

格
縦
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
納
税
者
は
、
運
転
免
許
証

や
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
者
の
代
理
人
の
方

は
、
納
税
者
の
委
任
状
お
よ
び
代
理
人

の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分

証
明
書

縦
覧
手
数
料
　
無
料（
帳
簿
の
複
写
不
可
）

縦
覧
場
所

　
税
務
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

平
成
２６
年
度

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧
が
で
き
ま
す

資産税
固定

【
閲
覧
制
度
】

　
納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
自
己
資
産
の
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
、
借
家

人
の
方
も
借
用
物
件
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
期
間

　
４
月
１
日
㈫
～
平
成
２７
年
３
月
３１
日
㈫

（
土
曜
、日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

閲
覧
で
き
る
方

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、
納
税
管

理
人
、
破
産
管
財
人
、
借
地
人
、
借
家
人

閲
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人
の

方
は
、
納
税
義
務
者
の
委
任
状
お
よ
び

代
理
人
の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

の
身
分
証
明
書

③
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
お

よ
び
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身

分
証
明
書

④
相
続
人
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係

が
分
か
る
も
の
お
よ
び
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

閲
覧
手
数
料
　
無
料

閲
覧
場
所

　
税
務
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
資
産
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

◆
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
４
月
か
ら
、
平
成
２６
年
度
の
市
税
が
順

次
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
所
得
や
資
産
な

ど
の
状
況
に
応
じ
、
皆
さ
ん
に
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
納
期
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
と
の
不

公
平
を
な
く
し
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
納
期
限
後
２０
日
以
内

に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

督
促
手
数
料（
１
０
０
円
）が
加
算
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
納
期
限
か
ら
１
カ
月
後
に

は
、
法
律
に
基
づ
き
延
滞
金
が
年
９
・

２
％
の
割
合
で
加
算
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
督
促
状
や
催
告
書
は
届
い
て
い
ま
せ
ん

か
。
届
い
て
い
ま
し
た
ら
、
早
急
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
）

　
自
主
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、

法
律
に
基
づ
き
財
産
調
査
を
行
い
、
差
押

な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
徴
収
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

税金

　
地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
を
送
付
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
、
１０
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
完
納
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
き

は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。市
は
、

長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
協
力

し
、
滞
納
者
に
対

し
て
預
貯
金
、
給

与
、
不
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
は
期
限
内

に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

◆
「
口
座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す

　
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
安

全
、
便
利
、
確
実
な
「
口
座
振
替
」
を
お

勧
め
し
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　
㈱
八
十
二
銀
行
、
中
野
市
農
業
協
同
組

合
、
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
、
長

野
信
用
金
庫
、
㈱
長
野
銀
行
、
長
野
県
信

用
組
合
、
長
野
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
（
長
野
県
・
新
潟
県
内
に

限
る
）

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
収
納
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
７
・
２
２
８
）

自動車の差し押さえ
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市
で
は
、
高た

か

の野
辰た

つ
ゆ
き之

作
詞
の
唱
歌

「
故ふ

る
さ
と郷
」「
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
」
が
誕
生
百
周
年
と
な

る
の
を
記
念
し
、
６
月
２１
日
㈯
、
市
民
会

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『（
仮
称
）
童
謡
唱

歌
の
ふ
る
さ
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
』

と
題
し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
音
楽
姉
妹
都
市
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
」
で
つ
な
ぐ
知
音
都
市
、「
故
郷
」
の

作
曲
家
岡お

か

の野
貞て

い
い
ち一
の
出
身
地
鳥
取
市
、
飯

山
市
を
は
じ
め
と
す
る
信
越
自
然
郷
の
市

町
村
な
ど
か
ら
、
合
唱
、
器
楽
な
ど
の
音

楽
団
体
が
、
中
野
市
に
集
い
、
ご
当
地
の

童
謡
、
唱
歌
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

　
本
市
か
ら
は
、「
信
州
な
か
の
合
唱
団
」

を
結
成
し
て
、「
故
郷
」「
君
を
の
せ
て
」

な
ど
の
合
唱
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

合
唱
団
へ
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
方
法
、
練
習
日
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
４
月
２４
日
㈭

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

音楽
　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
お
よ
び

環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
、
民
間
団
体
な
ど
か

ら
補
助
を
受
け
ず
に
市
の
補
助
金
交
付
を

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
方
法
が
下
記

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
民
間
団
体
な
ど
か
ら
補
助
金
交

付
を
受
け
る
場
合
の
申
請
方
法
は
、
従
来

ど
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
補
助
金
交
付
申
請
方
法
（
①
、
⑤
、
⑦

　
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
）

①
交
付
申
請
書
提
出
（
追
加
）

②
交
付
決
定
受
領

③
工
事
着
手

④
工
事
完
了

⑤
実
績
報
告
書
提
出
（
追
加
）

⑥
確
定
通
知
受
領

⑦
請
求
書
提
出
（
追
加
）

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

環境

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

合
唱
団
参
加
者
募
集

吹
奏
楽
を
伴
奏
に「
故
郷
」を
歌
お
う

２０１４．４

　
平
成
２６
年
度
か
ら
平
成
３０
年
度
ま
で
の

「
地
域
福
祉
計
画
」
お
よ
び
「
障
が
い
者

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
地
域
の
助
け
合
い

に
よ
る
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、
障
が
い

者
計
画
は
、
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
策
定
し
た
も
の
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
策
定
に
先
立
ち
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
た
結
果
、「
中
野
市
障
が
い

者
計
画
」
に
つ
い
て
、
１
人
１
件
の
意
見

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

計
画
書
の
閲
覧
場
所

　
福
祉
課
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ（http://

w
w
w.city.nakano.nagano.jp

）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
地
域
福
祉
計
画
）・

障
が
い
福
祉
係
（
障
が
い
者
計
画
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
・
２
９
５
）

福祉

「
中
野
市
地
域
福
祉
計
画
」
お
よ
び

「
中
野
市
障
が
い
者
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
は
、
ふ
る
さ
と
中
野
市
を

思
い
、
そ
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
願
う

気
持
ち
を
寄
附
金
と
い
う
形
で
市
に
贈
っ

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
寄
附
に
対
し
て
は
、
金
額
や
所
得
に
応

じ
て
、
個
人
住
民
税
や
所
得
税
の
軽
減
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
寄
附
に
対
す
る
お
礼

　
こ
れ
ま
で
、
中
野
市
に
１０
万
円
以
上
の

ふ
る
さ
と
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
対
象

に
お
礼
の
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
２６
年
度
か
ら
、
お
礼
の
品
を
お
贈
り

す
る
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す
。

対
象
者
　
１
万
円
以
上
の
寄
附
者

お
礼
の
品
　
寄
附
金
額
の
お
お
む
ね
３
分

の
１
相
当
額
（
上
限
３
万
５
０
０
０
円
）

の
特
産
品
や
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
」（
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
自

由
に
選
べ
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
統
計
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
２
）

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
応
援
寄
附
金

寄附金



1６２０１４．４ 広報なかの

　
中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
の
利
便
性
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
地
球

温
暖
化
対
策
の
た
め
に
も
、
環
境
に
や
さ

し
い
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
行
日

　
平
日
の
み
（
た
だ
し
、
１２
月
２９
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
は
運
休
）

利
用
料
金

　
現
金
お
よ
び
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
（
バ
ス

定
期
券
、
バ
ス
回
数
券
は
使
え
ま
せ
ん
）

ふ
れ
あ
い
バ
ス

【
倭
・
科
野
地
区
】　
１
乗
車
３
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
中
野
市
役
所
　

―
　

北
信

総
合
病
院
　

―
　

一
本
木（
イ
オ
ン
中
野
店
）

―
　

深
沢
神
社
　

―
　

岩
井
東

【
豊
田
地
域
】　
１
乗
車
２
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
上
今
井
　

―
　

替
佐
駅
　

―

中
野
市
豊
田
支
所
　

―
　

硲
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
　

―
　

毛
野
川
橋
　

―
　

三
俣

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

【
高
丘
・
平
野
・
延
徳
地
区
】　
１
乗
車

４
０
０
円

交通

ご
利
用
く
だ
さ
い
地
域
の
足

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」

（
主
な
停
留
所
）
大
俣
生
活
セ
ン
タ
ー
、

牛
出
公
会
堂
、
大
熊
公
民
館
下
、
中
野
駅
、

北
信
総
合
病
院

○
利
用
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
の
あ
っ
た
停
留
所
の
み
運
行
し
ま

す
。

○
第
１
便
は
「
市
内
中
心
部
へ
行
く
便
」、

第
２
～
４
便
は
「
各
地
区
へ
帰
る
便
」

の
運
行
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
状
況
に

よ
っ
て
は
、
地
区
内
の
停
留
所
間
の
移

動
も
可
能
で
す
。

予
約
専
用
番
号

０
９
０
（
１
５
４
１
）
０
４
０
０

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
事
務

局
（
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

　
市
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

体
系
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、
中
野
市
地

域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
協

議
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
協
議
会
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
３
月

３１
日
現
在
の
年
齢
が
満
１８
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方
（
会
議
は
、
年
３
回
程
度
開

催
予
定
で
す
）

任
期
　
２
年

募
集
人
数
　
４
人
以
内

応
募
方
法
　「
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」の
考
え
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
記

入
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
様
式
任
意
）

※
提
出
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
き
選
考
し
、

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
締
切
　
４
月
２８
日
㈪
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３—

８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

募集

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
委
員

ふれあいバス

お出かけタクシー

　「
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
」
と
「
温
泉
利
用

助
成
券
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
別
々

に
交
付
し
、
ご
利
用
い
た
だ
い
で
い
ま
し

た
が
、
よ
り
一
層
の
利
便
を
図
る
た
め
、

両
券
を
共
通
券
と
し
て
交
付
し
ま
す
。
次

に
記
載
す
る
交
通
機
関
・
温
泉
施
設
の
ど

ち
ら
で
も
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

【
交
通
機
関
】

　
長
野
電
鉄(
電
車
・バ
ス)

、ふ
れ
あ
い
バ

ス
、お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
、（
※
追
加
）市
指

定
の
民
間
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
介
護
タ
ク
シ
ー

【
温
泉
施
設
】

　
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
、
ま
だ
ら
お
の
湯
、
も

み
じ
荘
、
長
嶺
温
泉

助
成
額
　
１
０
０
円
券
×
５０
枚

対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
７０
歳
以
上
の
方

配
布
方
法

　
４
月
上
旬
に
対
象
者
に
送
付
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
助
成
券
に
同
封
の
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

高齢者

「
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
」と「
温
泉
利
用
助
成
券
」が

共
通
券
に
な
り
ま
す



1７ 広報なかの

　
市
で
は
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
家
庭
で
読
書
に
親
し
む

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
、
毎
月
２３
日
を
含
む

日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
を

『
家
庭
読
書
週
間
』
と
し
て
運
動
を
推
進

し
ま
す
の
で
、
家
族
み
ん
な
で
読
書
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
平
成
２６
年
度
の
家
庭
読
書
週
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

読書

平
成
２６
年
度 

中
野
市
家
庭
読
書
活
動
推
進
事
業

　
市
で
は
、
肺
炎
球
菌
に
起
因
す
る
肺
炎

の
発
症
お
よ
び
病
気
の
重
症
化
を
防
止

し
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
年
度
内
に
７５

歳
以
上
に
な
る
方
で
、
過
去
５
年
以
内
に

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方

助
成
金
額
　
１
回 

３
０
０
０
円

注
意
事
項

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、

健康

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

２０１４．４

　
ま
た
、
各
家
庭
で
の
読
書
活
動
に
対
す

る
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す
。
家
庭
読
書

の
普
及
・
啓
発
と
な
る
取
り
組
み
を
し
た

家
庭
に
、中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動『
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
』
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
市

立
図
書
館
・
広
報
・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 月 実施期間

４ ２０ 日㈰～ ２６ 日㈯
５ １８ 日㈰～ ２４ 日㈯
６ ２２ 日㈰～ ２８ 日㈯
７ ２０ 日㈰～ ２６ 日㈯
８ １７ 日㈰～ ２３ 日㈯
９ ２１ 日㈰～ ２７ 日㈯
１０ １９ 日㈰～ ２５ 日㈯
１１ ２３ 日㈰～ ２９ 日㈯
１２ ２１ 日㈰～ ２７ 日㈯
１ １８ 日㈰～ ２４ 日㈯
２ ２２ 日㈰～ ２８ 日㈯
３ ２２ 日㈰～ ２８ 日㈯

中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
『
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
』
の
募
集

応
募
内
容
　
家
庭
読
書
週
間
中
に
行
っ
た

家
庭
に
お
け
る
読
書
の
取
り
組
み

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
園
・
在
学

し
て
お
り
、
１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
教
育
委
員
会
事
務

局
、
市
立
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（http://www.

city.nakano.nagano.jp

）

応
募
締
切
　
１２
月
２６
日
㈮
（
必
着
）

賞
品
　
賞
状
、
額
お
よ
び
図
書
カ
ー
ド

１
万
円
分

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
９—

２
１
９
２（
住
所
記
載
不
要
）

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
学
習
推

進
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

▼平成 ２６ 年度　家庭読書週間

任
意
の
予
防
接
種
で
す
。
効
果
や
副
反
応

な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
再
接
種
を
行
う
場
合
は
、
そ
の

必
要
性
を
慎
重
に
考
慮
し
て
、
前
回
の
接

種
か
ら
十
分
な
間
隔
（
５
年
以
上
）
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
表
の
助
成
事
業
対
応
の

医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

医療機関名 住所 電話番号
アライクリニック 岩船 ４４４ －１ （24）0601
飯田医院 中野 １６５０ －３ （２２）２６５３
市川内科医院 三好町一丁目２番１０号（２２）３３６６
今井こども医院 岩船 １６１ － １３ （24）７７５５
小田切医院 中央三丁目４番 １６ 号 （２２）３０５４
くまき整形外科・
リウマチ科クリニック一本木 ２８２ －１ （２３）１３０１

高野医院 中央二丁目６番 ２２ 号 （２２）６８１０
佐藤病院 上今井 ６０１ （３８）３３１１
須藤医院 中野 １８６８ －７ （２２）３７４６
関整形外科 西条 ９７２ －１ （２２）６１７０
徳竹医院 中央一丁目７番３号 （２２）３２０２
西原医院 西二丁目３番 １６ 号 （２２）３００７
北信総合病院 西一丁目５番 ６３ 号 （２２）２１５１
長谷川クリニック 吉田 ７７０ －１ （２６）７７００
広田医院 中央一丁目２番 １０ 号 （２２）６６６１
丸谷医院 片塩 ４６５ －１ （２６）００７７
南谷整形外科 小田中 ４６２ －１ （２２）７７２２
油井内科医院 金井 ８９３ －２ （２６）１２４１
愛和病院 長野市鶴賀七瀬中町１０４２０２６（２２６）３８６３
いいやま診療所 飯山市南町１３－１３ ０２６９（６７）０１００
飯山赤十字病院 飯山市飯山２２６－１ ０２６９（６２）４１９５
片塩医院 飯山市南町２２－１０ ０２６９（６２）２１３６
栗の木診療所 小布施町小布施２２５２－１０２６（２４２）６５６５
新生病院 小布施町小布施８５１ ０２６（２４７）２０３３
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高野辰之記念祭
唱歌「故郷」「朧月夜」１００ 周年記念事業

　中野市出身の国文学者・高
た か の

野辰
た つ ゆ き

之作詞、鳥取県鳥取市出身の作曲家・岡
お か の

野貞
て い い ち

一作曲の文部省唱歌
「故

ふ る さ と

郷」「朧
お ぼ ろ づ き よ

月夜」が誕生して １００ 周年を迎えます。
　高野辰之が遺した功績を再認識するとともに、日本人の「心の歌」として今なお多くの人々に愛
唱されている高野辰之作品の魅力を広くアピールするため、ホクト文化ホール（長野県県民文化会
館）協力のもと、１００ 周年記念事業「高野辰之記念祭」を開催します。
　当日は、２部構成とし、第１部は、主に県内で公演活動を続ける若手演奏者の弦楽四重奏による
高野辰之作品の演奏会、第２部は、筑波大学名誉教授の谷川彰英さんを講師にお招きし、高野辰之
の人物像にスポットを当て、ご講演をいただきます。
　高野辰之の神髄に触れる貴重な機会です。大勢の皆さんのご来場をお待ちしております。

第１部　演奏会
　　　　弦楽四重奏による辰之作品メドレー
　　　　（出演者　古川愛さん・川又慶子さん・宮下朱里さん・原香恋さん）

第２部　講演会
　　　　演題　「信州人の気骨と感性　
　　　　　　　　　　　　　高野辰之」
　　　　講師　谷川彰英さん

筑波大学名誉教授、
日本地名研究所所長
を務める傍らノンフィク
ション作家として執筆
活動に当たる。自著「信
州地名の由来を歩く」、
「地名に隠された南海
津波」など著書多数。
松本市出身、千葉市
在住。

谷
た に か わ

川彰
あ き ひ で

英プロフィール

東京学芸大学音楽科を卒
業後、海外で修士課程を
終了。昨年帰国し、演奏活
動を開始。現在、岩手県立
大船渡高等学校教諭。

古
ふる か わ

川愛
あい

（ヴァイオリン）
長野市出身。桐朋学園大
学音楽学部卒業。日本ク
ラシック音楽コンクール入
選。数々のオーケストラメン
バーとして活躍中。

川
かわ ま た

又慶
け い こ

子（ヴァイオリン）
明治学院大学芸術学科音
楽専攻卒。宮

みやし た

下理
り え

恵氏らに
師事。長野市で教室を主
宰する傍ら、ヴァイオリン・
ヴィオラデュオとして活動中。

宮
みや し た

下朱
し ゅ り

里（ヴィオラ）
中野市出身。京都市立芸
術大学卒業後、オーストラリ
アに滞在。現在は、県内を
中心に多彩なアーティスト
と共演活動を行う。

原
はら

香
か れ ん

恋（チェロ）

問い合わせ先
高野辰之記念館　☎（３８）３０７０

期　日　４月 ２６ 日㈯
時　間　午後１時 ３０ 分（開演）
会　場　豊田文化センターホール
入場料　無料
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３
月
１８
日
の
文
化
審
議
会
の
答
申
に
お

い
て
、
柳
沢
遺
跡
出
土
品
一
括
を
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、

答
申
ど
お
り
指
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
文
化
審
議
会
は
、「
東

日
本
で
初
め
て
青せ

い

ど

う

き

銅
器

埋ま
い
の
う
こ
う

納
坑
が
発
見
さ
れ
、
複
数
の
銅ど

う

か戈
、

銅ど
う
た
く鐸

が
土
坑
内
に
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、
６
月
に
企
画
展
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

出
土
品
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５

文化財
　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
る
健
康
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
る
際
の
健
診
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
者

①
35
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
（
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
特
定
健

診
と
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
た
だ
し
、
が
ん
検
査
は
40
歳
以
上

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
（
75

歳
以
上
の
方
お
よ
び
65
歳
か
ら
74
歳
で

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
）

助
成
額
　
健
診
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
年
度
内
１
回
限
り
と
し
、
が
ん
ド
ッ
ク

助
成
を
受
け
た
方
や
各
地
区
で
行
わ
れ
る

特
定
健
診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

申
し
込
み
・
受
診
方
法
　
ご
希
望
の
医
療

機
関
に
健
診
内
容
や
費
用
に
つ
い
て
お
問

国保

指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
に

健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

い
合
わ
せ
の
上
、
受
診
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
前
に
福
祉
課

ま
た
は
健
康
づ
く
り
課
窓
口
で
「
受
診
助

成
券
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
方
法
　
助
成
額
は
市
が
直
接
医
療
機

関
へ
支
払
い
ま
す
。
医
療
機
関
窓
口
で

は
、
健
診
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
　
３
月
に
全
戸
配
布
し
ま

し
た
「
平
成
2６
年
度
版
健
康
・
福
祉
カ
レ

ン
ダ
ー
」
の
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係
（
中
野

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る

と
、
大
き
な
健
康
被
害
と
こ
れ
に
伴
う
社

会
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
市
で
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
に
、感
染
拡

大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、市
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
と
と
も
に
、市
民
生
活
と

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
中
野
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
計
画
策
定
に
先
立
ち
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
ご
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
動
計
画
の
閲
覧
場
所

　
健
康
づ
く
り
課
、
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w.city.nakano.nagano.jp

）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係
（
中
野

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

「
中
野
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」を

健康

結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健康

策
定
し
ま
し
た

２０１４．４

柳
沢
遺
跡
出
土
品
が

重
要
文
化
財
に
指
定

▼柳沢遺跡出土品（銅戈）

 

本
市
は
、
が
ん
の
中
で
も
肺
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
数
が
多
く
、
特
に
男
性
の
場
合

は
第
１
位
で
す
。

　
肺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
検

診
は
重
要
で
す
。
健（
検
）診
調
査
書
兼
申

込
書
で
受
診
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
も
、
追
加
で
お
申
し
込
み
が
可
能

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
肺
が
ん
検
診
の
胸
部
ら
せ
ん
Ｃ

Ｔ
検
診
に
つ
い
て
も
お
申
し
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

検診の種類 対象年齢
（年度内年齢）

結核・
肺がん

（胸部
レントゲン）

４０歳以上

肺がん
（胸部
　らせんＣＴ）

４０歳、４3歳、
４6歳、４9歳、
52歳、55歳、
58歳、61歳、
64歳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
将
来
に
わ

た
り
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
保
険
者（
加
入
者
）は
、
７５
歳
以
上
の

方
と
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
が

い
が
あ
り
、
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

方
で
す
。
ま
た
、
制
度
の
運
営
は
県
内
の

全
市
町
村
が
加
入
す
る
長
野
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
主
体
と
な
り
、
市
町

村
と
事
務
を
分
担
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
保
険
者
の
方
全
員
に
等
し

く
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
均
等
割
」
と
、

そ
の
方
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
「
所
得
割
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
率
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る

医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
２
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
２６
・
２７
年
度
の
保
険

料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
２６
年
度
の

保
険
料
額
は
、
平
成
２５
年
中
の
所
得
の
申

告
に
基
づ
き
算
出
し
、
７
月
中
旬
に
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
「
決
定
通
知
書
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

※
本
年
度
中
に
７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
に
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
「
保

険
証
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、「
保

険
料
の
決
定
通
知
」
は
誕
生
日
の
翌
月

の
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

平
成
２６
・
２７
年
度
保
険
料
率

均
等
割
額
　
４
万
３
４
７
円

所
得
割
率
　
８
・
１
０
％

高齢者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

限
度
額
　
５７
万
円

保
険
料
の
計
算
方
法

均
等
割
額（
４
万
３
４
７
円
）+

所
得
割
額

（
前
年
中
の
総
所
得
金
額
等—

基
礎
控
除

額
３３
万
円
）×
所
得
割
率（
８
・
１
０
％
）

＝
保
険
料（
年
額
・
上
限
５７
万
円
）

保
険
料
の
軽
減

　
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
軽
減
措
置

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、
９
割
、
８
・

５
割
、
５
割
、
２
割
を
軽
減
し
ま
す
。

○
所
得
割
額
の
軽
減

　
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
３３
万
円

を
控
除
し
た
残
り
の
額
が
５８
万
円
以

下
（
年
金
収
入
で
１
５
３
万
円
か
ら

２
１
１
万
円
ま
で
）
の
方
は
、
所
得
割

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直
前
に
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

は
、
所
得
割
額
が
掛
か
ら
ず
均
等
割
が

９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
７０
歳

か
ら
７４
歳
の
方
（
現
役
並
み
所
得
者
を
除

く
）の
窓
口
負
担
は
、法
律
上
２
割
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組

み
と
す
る
た
め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直

さ
れ
、
本
来
の
２
割
負
担
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

高
齢
者
の
方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
４
月
２
日
以
降

に
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
、
段

階
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
４
月
２
日
以
降
に
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
（
誕
生
日
が
昭
和
１９
年
４
月
２
日

以
降
の
方
）

　

７０
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
各
月
１
日
が

誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。（
誕
生

日
が
昭
和
１９
年
４
月
２
日
か
ら
５
月
１
日

の
方
は
、
５
月
の
診
療
か
ら
２
割
負
担
に

な
り
ま
す
。）

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

○
４
月
１
日
ま
で
に
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
方
（
誕
生
日
が
昭
和
１９
年
４
月
１
日

ま
で
の
方
）

　
４
月
以
降
も
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
は

１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。
窓
口
負
担

の
毎
月
の
上
限
額
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
忘
れ
な
く

　
７０
歳
に
な
る
と
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て

自
己
負
担
割
合
（
窓
口
負
担
）
が
記
載
さ

れ
た
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
送
り
し
ま

す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
を
除
く
。）

　
医
療
機
関
等
に
受
診
す
る
際
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
必
ず
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

国保

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
皆
さ
ん
へ

高齢
受給者証



２１ 広報なかの ２０１４．４

職 
員 

人 

事

　
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異

動
（
１
８
４
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
お
よ
び
支
所
な
ど
の
係

長
以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員

お
よ
び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
任

【
参
事
幹
】　
参
事
幹
兼
総
務
部
長（
議
会

事
務
局
参
事
幹
兼
事
務
局
長
）大
堀
和
男
、

参
事
幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
所
長（
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
）荻
原

由
美
子
、参
事
幹
兼
建
設
水
道
部
長（
参

事
兼
道
路
河
川
課
長
兼
新
幹
線
対
策
室

長
）小
林
之
美
、参
事
幹
兼
消
防
部
長・併
任

（
参
事
兼
危
機
管
理
課
長
）伊
東
幹
夫
、議

会
事
務
局
参
事
幹
兼
事
務
局
長（
参
事
兼

庶
務
課
長
）小
野
富
夫

【
部
長
級
】　
参
事
兼
庶
務
課
長（
参
事
兼

商
工
観
光
課
長
）竹
内
幸
夫
、参
事
兼
財
政

課
長（
市
民
課
長
）花
岡
隆
志
、参
事
兼
福

祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長（
福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長
）月
岡
篤
志
、参
事
兼

子
育
て
課
長
兼
子
ど
も
相
談
室
長（
参
事

兼
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
）宮
澤
利
彦
、参

事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
高
野
辰

之
記
念
館
長（
生
涯
学
習
課
長
）佐
々
木
正
、

参
事
兼
中
山
晋
平
記
念
館
長（
中
山
晋
平

記
念
館
長
）佐
藤
等
、中
野
人
権
セ
ン
タ
ー

館
長
の
兼
務
を
解
く（
参
事
兼
人
権
・男
女

共
同
参
画
課
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館

長
）柳
沢
秀一、参
事
兼
商
工
観
光
課
長（
参

事
兼
税
務
課
長
）小
林
久
勝
、参
事
兼
道
路

河
川
課
長
兼
新
幹
線
対
策
室
長（
北
信
保

健
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
次
長
）市
川
禎

彦
、参
事
兼
都
市
計
画
課
長（
上
下
水
道
課

長
）山
岸
功
、参
事
兼
学
校
教
育
課
長（
参

事
兼
財
政
課
長
）石
川
保
文
、参
事
兼
生
涯

学
習
課
長（
都
市
計
画
課
長
）中
沢
好一、議

会
事
務
局
参
事
兼
事
務
局
次
長（
議
会
事

務
局
事
務
局
次
長
）保
科
篤

【
課
長
】　
危
機
管
理
課
長（
副
参
事
兼
消

防
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
・
併
任
）土
屋

秀
夫
、税
務
課
長（
中
野
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
所
長
）久
野
常
志
、中
野
社
会
就
労
セ

ン
タ
ー
所
長（
図
書
館
長
）丸
山
松
良
、市

民
課
長（
副
参
事
兼
会
計
課
長
補
佐
兼
会

計
係
長
）青
木
和
美
、売
れ
る
農
業
推
進
室

長（
副
参
事
兼
政
策
情
報
課
長
補
佐
兼
行

政
管
理
係
長
）小
橋
善
行
、上
下
水
道
課
長

（
中
央
公
民
館
長
）小
嶋
学
、南
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興

係
長
）春
原
正
彦

【
課
長
級
】　
副
参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
文
書
係
長（
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務

文
書
係
長
）柴
本
豊
、副
参
事
兼
財
政
課
長

補
佐
兼
財
政
係
長（
財
政
課
長
補
佐
兼
財

政
係
長
）酒
井
久
、副
参
事
兼
健
康
づ
く
り

課
長
補
佐
兼
健
康
管
理
係
長（
健
康
づ
く

り
課
長
補
佐
兼
健
康
管
理
係
長
）関
万
貴

子
、副
参
事
兼
福
祉
課
長
補
佐
兼
厚
生
保

護
係
長（
高
齢
者
支
援
課
長
補
佐
兼
介
護

予
防
包
括
支
援
係
長
）土
屋
龍
昭
、副
参
事

兼
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
補
佐
兼
調

整
係
長
兼
啓
発
推
進
係
長
兼
中
野
人
権
セ

ン
タ
ー
副
館
長（
福
祉
課
長
補
佐
兼
厚
生

保
護
係
長
）町
田
義
文
、副
参
事
兼
農
政
課

長
補
佐
兼
耕
地
林
務
係
長（
農
政
課
長
補

佐
兼
耕
地
林
務
係
長
）上
野
慎
一
、副
参
事

兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼
指
導
係

長
兼
働
く
婦
人
の
家
副
参
事（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼
指
導
係
長
兼
働
く
婦

人
の
家
主
幹
）北
原
清
一
、副
参
事
兼
働
く

婦
人
の
家
副
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

副
参
事（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
兼

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農

地
係
長
）高
田
茂
、副
参
事
兼
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長（
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）杉
本
光
正
、副
参
事
兼
生

涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長

（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進

係
長
）宮
本
浩
明

【
課
長
補
佐
】　
危
機
管
理
課
長
補
佐
兼
危

機
管
理
防
災
係
長（
危
機
管
理
課
主
幹
兼

危
機
管
理
防
災
係
長
）秋
元
正
幸
、政
策
情

報
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長（
政
策
情

報
課
主
幹
兼
政
策
推
進
係
長
）田
中
勇
、政

策
情
報
課
長
補
佐（
庶
務
課
秘
書
広
報
係

長
）柴
本
清
天
、高
齢
者
支
援
課
長
補
佐
兼

介
護
予
防
包
括
支
援
係
長（
高
齢
者
支
援

課
介
護
保
険
係
長
）藤
澤
佳
繁
、環
境
課
長

補
佐
兼
環
境
係
長（
長
野
県
警
察
本
部
人

事
交
流
）田
川
吉
嗣
、消
防
課
長
補
佐
兼
消

防
係
長・併
任（
岳
南
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
主
幹
兼
庶
務
係
長
）池
田
悦
智
、会
計

課
長
補
佐
兼
会
計
係
長（
働
く
婦
人
の
家

副
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
幹
）佐

藤
紀
子
、中
央
公
民
館
副
館
長
兼
庶
務
係
長

（
博
物
館
副
館
長
）徳
竹
雅
之
、博
物
館
副

館
長（
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
庶
務
係
長
）

小
林
学
、農
業
委
員
会
事
務
局
事
務
局
長

補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農
地
係
長（
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
補
佐
兼
啓
発
推

進
係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
副
館
長
）神

田
和
賢
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
補
佐
兼
選
挙
係
長（
道
路
河
川
課
主
幹

兼
監
理
係
長
）池
田
俊
哉

【
課
長
補
佐
級
】　
主
幹
兼
資
産
係
長（
税

務
課
資
産
係
長
）戸
田
修
三
、主
幹
兼
収
納

係
長（一般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社
庶

務
管
理
係
長
兼
農
業
支
援
係
長
）石
川
雅

之
、健
康
づ
く
り
課
主
幹
兼
母
子
保
健
係
長

（
健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係
長
）吉
村

恵
利
子
、子
育
て
課
主
幹
兼
青
少
年
未
来

係
長（
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
長
）吉
池

和
代
、市
民
課
主
幹
兼
窓
口
係
長（
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
調
整
係
長
兼
中
野
人
権

セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）鳥
羽
法
祐
、人
権・男
女

共
同
参
画
課
主
幹
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
主
幹（
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
男
女
共
同
参
画
係
長
兼
中
野

人
権
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）小
畑
悦
子
、道
路

河
川
課
主
幹
兼
監
理
係
長（
税
務
課
収
納

係
長
）徳
永
和
彦
、新
幹
線
対
策
室
主
幹
兼

調
整
係
長（
新
幹
線
対
策
室
調
整
係
長
）中

村
敏
雄
、都
市
計
画
課
主
幹
兼
建
築
住
宅

係
長（
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
長
）佐
々

木
篤
博
、消
防
課
副
主
幹
の
併
任
を
解
く

（
消
防
課
副
主
幹
・
併
任
）三
井
博
雄
、消

防
課
主
幹・併
任（
消
防
課
副
主
幹・併
任
）

竹
前
広
信
、生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
財

係
長（
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
長
）頓
所
勲
、

中
央
公
民
館
主
幹
兼
教
育
係
長（
中
央
公

民
館
教
育
係
長
）松
本
則
夫

【
係
長
】　
庶
務
課
秘
書
広
報
係
長（
上
下

水
道
課
副
主
幹
）有
賀
裕
介
、政
策
情
報
課

行
政
管
理
係
長（
農
政
課
振
興
係
長
）小
林

英
哉
、高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
長（
庶

務
課
副
主
幹
）堀
米一志
、農
政
課
振
興
係
長

（
農
政
課
副
主
幹
）武
田
成
彦

《
豊
田
支
所
》

【
参
事
幹
】　
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長（
参

事
兼
地
域
振
興
課
長
）町
田
郁
夫

【
部
長
級
】　
参
事
兼
地
域
振
興
課
長（
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
高
野
辰
之
記
念

館
長
）久
保
利
幸

【
課
長
級
】　
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長（
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼

総
務
係
長
）清
水
史
子

【
課
長
補
佐
】　
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
振

興
係
長（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
補
佐
兼
選
挙
係
長
）山
崎
幸
正

【
課
長
補
佐
級
】　
地
域
振
興
課
主
幹
兼
市

民
生
活
係
長（
市
民
課
窓
口
係
長
）湯
本
茂
子

《
保
育
所
》

【
課
長
補
佐
級　

園
長
】　
主
幹
兼
み
な
み

保
育
園
長（
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
）小
林

美
英
子
、主
幹
兼
西
町
保
育
園
長（
主
幹
兼

永
田
保
育
園
長
）山
﨑
ま
ゆ
み
、主
幹
兼
松

川
保
育
園
長（
主
幹
兼
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）出
川
貴
久
美
、主
幹
兼
長
丘

保
育
園
長（
主
幹
兼
豊
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
）小
坂
と
し
子
、主
幹
兼
平
岡
保

育
園
長（
主
幹
兼
松
川
保
育
園
長
）酒
井
美

智
子
、主
幹
兼
永
田
保
育
園
長（
さ
く
ら
保

育
園
主
幹
）松
野
三
恵
子
、主
幹
兼
豊
井
保

育
園
長（
平
野
保
育
園
主
幹
）増
田
真
由
美

【
課
長
補
佐
級　

主
幹
】　
平
野
保
育
園
主

幹（
高
丘
保
育
園
主
幹
）小
嶋
久
美
子
、高

丘
保
育
園
主
幹（
さ
く
ら
保
育
園
主
幹
）斉

藤
律
子
、長
丘
保
育
園
主
幹（
平
岡
保
育
園

主
幹
）清
水
君
子
、永
田
保
育
園
主
幹（
豊

井
保
育
園
主
幹
）池
上
美
和
子

《
派
遣
》

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合

主
査（
中
央
公
民
館
主
査
）小
栗
裕
子

一般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

係
長（
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係
長
）宮
嶋
清

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

主
事（
政
策
情
報
課
主
事
）傳
田
隆
彦

《
研
修
派
遣
》

一般
財
団
法
人
長
野
経
済
研
究
所（
上
下
水

道
課
主
任
技
師
）青
木
敦
彦

《
新
規
採
用
》

税
務
課 

中
山
茉
奈
美
、税
務
課 

荒
井
茂

樹
、高
齢
者
支
援
課 

横
川
織
音
、環
境
課 

大
原
弦
太
、市
民
課 

杉
本
好
、道
路
河
川

課 

堀
健
人
、都
市
計
画
課 

金
井
琢
真
、

上
下
水
道
課 

山
崎
将
吾
、み
な
み
保
育
園 

山
田
由
希
、み
な
み
保
育
園 

高
野
栞
、平

野
保
育
園 

根
岸
夏
実
、西
町
保
育
園 

西

埜
波
姫
、松
川
保
育
園 

小
林
綾
香
、高
丘

保
育
園 

宮
入
英
里
奈
、平
岡
保
育
園 

山

﨑
香
枝
、た
か
や
し
ろ
保
育
園 

小
林
千

晃
、豊
井
保
育
園 

土
屋
沙
織
、さ
く
ら
保

育
園 

山
田
麻
那
美
、た
か
や
し
ろ
保
育
園 

髙
橋
曜
子
、豊
井
保
育
園 

岩
本
め
ぐ
み

《
退
職
》（
3
月
31
日
付
）

参
事
幹
兼
総
務
部
長 

田
中
重
雄
、参
事

幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

所
長 

塚
田
栄一
、参
事
幹
兼
建
設
水
道
部

長 

小
林
伸
行
、参
事
幹
兼
消
防
部
長 

上

野
永一
、参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長 

外
谷
博

美
、参
事
兼
子
育
て
課
長
兼
子
ど
も
相
談

室
長 

樋
口
新一
、参
事
兼
南
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

成

合
宣
孝
、環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長（
長

野
県
警
察
本
部
人
事
交
流
） 

倉
石
宣
彦
、

主
幹
兼
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

小
林
正
尾
、主
幹
兼
み
な
み
保
育
園
長 

小

林
く
に
子
、主
幹
兼
西
町
保
育
園
長 

畠
山

田
鶴
子
、主
幹
兼
平
岡
保
育
園
長 

小
林
明

美
、主
幹
兼
豊
井
保
育
園
長 

山
岸
枝
美

子
、長
丘
保
育
園
主
幹 

小
林
和
子
、平
野

保
育
園
主
幹 

竹
内
久
美
子
、永
田
保
育
園

主
幹 

高
見
澤
喜
代
美
、岳
南
広
域
消
防
組

合
中
野
消
防
署
副
主
幹 

山
岸
博
幸
、た
か

や
し
ろ
保
育
園
調
理
技
師 

西
野
愛
子
、み

な
み
保
育
園
保
育
士 

春
原
絵
理
、た
か
や

し
ろ
保
育
園
保
育
士 

中
野
渡
万
里
子
、豊

井
保
育
園
保
育
士 

高
野
茜



2２広報なかの

佐
さ と う

藤　夢
ゆ あ

空ちゃん（３歳）
お料理大好きなゆあちゃん、
いっぱい一緒に作ろうね♡

春から年少さん♡
お友達いっぱいできますように♡

上
うえ は ら

原　ありさちゃん（３歳）

　市内在住の小学校就学前（平成 ２1 年
４月１日生まれまで）のお子さんを募集
します。（先着５人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、４月 ２３ 日㈬までに
ご応募ください。

問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

　お気軽にお出掛けください。

４・５月の行事予定

子育て支援センター

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て支援
センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

４月 ２３ 日㈬
午後0時 ３０ 分～

「ピノキオ」
手作りおもちゃの会

５月８日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「さくらんぼ広場音楽会」
ヴィブラフォンの演奏

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

４月 ２４ 日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「オアシス公園で遊ぼう」
市立図書館集合

５月 １４ 日㈬
午前 １０ 時 ３０ 分～

「ちびっこ広場」
新保構造改善センター集合

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

５月９日㈮
午前 １０ 時 １５ 分～

「菜の花を見に行こう！」
うさぎっ子集合

５月 １３ 日㈫
午前 １１ 時～

「お父さんの読み聞かせ」
男組の皆さんによるお話し

健康メモ活き生き！

　4 月に入り、暖かくて過ごしやすい日も増えて
きました。寒さや雪で外に出られなかった方も、
これからの時期は積極的に体を動かす機会を持ち
たいですね。テレビを観ているときや寝る前など、
ちょっとした時間の「ながら体操」で、体を動か
す準備を始めませんか？
　農作業が本格的に始まるこれからの時期、体を
痛めることなくスムーズに動けるようになります。

２０１４．４

年少さんになって友達たくさん
できるといいね。３歳ガンバレ！

柄
か ら と

戸　結
ゆ う き

輝くん（３歳）

６月にはお姉さん♡
優しい女の子に育ってね！

吉
よし い け

池　綾
あ や か

花ちゃん（３歳）

おうちでらくらく体操
気らくにできて、体らくらく♪

～　イスを使った　ながら体操　～

片足上げ・ひざ伸ばし
①片足を上げ、膝を伸ば
　してつま先を胸の方へ
　倒す（１０ 回）
②反対側も同様に（１０ 回）

つま先上げ下げ
①両足を肩幅に広げる
②かかとを軸にしてつま先
　を上げ下げする（１０ 回）

※痛みがある場合は、回数を減らすか控えるようにしてください



◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-3111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎23-2255

保健だより

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票
予約先／健康づくり課母子保健係

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、バス
タオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ４月２２日㈫ 2５年1２月生

７ か 月
児　健   診 ４月２３日㈬ 25年８月生

１ 歳６か月
児　健  診 ４月２５日㈮ 2４年９月生

２歳児健診 ４月２１日㈪ 2４年３月生

３歳児健診 ４月２４日㈭ 2３年３月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

講座・相談

日　程

心の健康相談

予 防 接 種

電話医療相談所　 ☎23 - 0300　　午前８時 30 分～午後７時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　 ☎23 ‐ 4810　　午前９時～午後５時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　 ☎2３‐3191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯８０００　　午後７時～ １１ 時
児童虐待・DV24 時間ホットライン　 ☎0263-91-２４１０

　保健師、栄養士、歯科衛生士が
相談に応じますので、お気軽にご
相談ください。
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター（毎週水
曜日）、豊田保健センター（毎月第
１木曜日）
内容／血圧測定、身体計測、栄養
相談、歯科相談、育児相談など
※各会場とも祝日は休みになります。

2３ 広報なかの

期日／４月１０日㈭
時間／午前９時３０分～１１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
動きやすい服装
内容／妊婦の経過と起こりやすい異
常、妊産婦の健
康・栄養（試食あ
り）
※３日前までに
予 約 が 必 要 で
す。

マタニティクラス

育　児　教　室
期日／４月 1８ 日㈮、５月８日㈭
時間／午前 １０ 時～ １１ 時 ３０ 分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話（試
食あり）
※３日前までに予約が必要です。

歯周疾患検診
　20歳・30歳・40歳・50歳・60
歳・70歳の方を対象に歯周疾患検
診を行います。対象となる方には４
月中旬に受診票をお送りしますの
で、ご希望の市内歯科医院へ予約
し、受診してください。
期間／４月～１２月
受診料／ 20 歳・30 歳・40 歳・50 歳・
60 歳の方は 500 円、70 歳の方およ
び生活保護受給世帯の方で、受付に
て証明書を提示された方は無料

健（検）診など

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ ４月１４日㈪
５月１２日㈪

健康づくり課
母子保健係

四 種 混 合

４月１１日㈮ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

日 本 脳 炎 ４月１６日㈬
５月９日㈮

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日～平
成 １９ 年４月１日生まれの方が、接
種を受けることができるようになり
ました。ご希望の方は、健康づくり
課へお問い合わせください。

日　本　脳　炎

２０１４．４

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対象／【第１期】生後12～24か月
未満【第２期】５歳以上７歳未満
で、就学前の１年間（平成２０年４月
２日～平成２１年４月１日生まれ）
※第2期の方には予診票を送付し
ます。
接種方法／対象者は無料で接種が受
けられますので、接種される前月に
実施医療機関へ予約してください。

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

定期健康相談

　こころに関する専門医師が相談に
応じます。（無料、予約制）
子ども－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、病気
や治療、家族についての相談など
期日／①４月 1０ 日㈭、②５月８日㈭
時間／①午後２時～４時、②午後３
時～５時
会場／中野保健センター
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みくださ
い。



24２０１４．４ 広報なかの

　
Ｆ
Ｃ
中
野
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
Ｕ
１５
で
攻
撃

の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
３
年
連
続

で
県
選
抜
と
し
て
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
持
つ
卯

花
飛
来
選
手
が
、
Ｊ
２
リ
ー
グ
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
（
Ｕ
１８
）
へ
の
入
団
を
決
め

ま
し
た
。
今
回
は
、
４
月
か
ら
松
本
市
内

の
選
手
寮
に
暮
ら
し
な
が
ら
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
プ
ロ
契
約
を
目
指
す
卯
花
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

○
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
小
学
校
４
年
生
の
時
に
、
仲
の
良
い
友

達
に
誘
わ
れ
て
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
休

み
時
間
な
ど
、
友
達
と
サ
ッ
カ
ー
で
遊
ぶ

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
か
ら
す
す

ん
で
や
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
友
達
が
い
な
か
っ
た
ら
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
Ｆ
Ｃ
中
野
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
Ｕ
１５

　
Ｆ
Ｃ
中
野
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
Ｕ
15
は
、
競
技
中

だ
け
で
な
く
、
競
技
を

離
れ
た
時
間
も
重
要
視

し
て
お
り
、
勉
強
な
ど

「
オ
フ
ザ
ピ
ッ
チ
」
を

大
切
に
し
な
が
ら
日
々

練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
練
習
内
容
は
基
礎

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
点
的
に
行
い
、
チ
ー

ム
全
体
で
パ
ス
を
通
し
て
得
点
を
取
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
は
全
員
が
仲
良
し
で
、
先
輩
後
輩
の
上

下
関
係
が
な
く
、
試
合
で
も
全
員
が
同
じ

目
線
で
試
合
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
て
も
良
い
チ
ー
ム
で
す
。

○
目
標
と
し
て
い
る
選
手

　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
は
、
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ピ
ケ
選
手
が
目
標

で
す
。
視
野
が
広
く
、

く
さ
び
の
パ
ス
の
出

し
方
は
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
す
。
オ
フ
ェ

ン
ス
で
は
、
日
本
代
表

の
柿か

き
た
に谷

曜よ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
選
手

の
よ
う
に
上
手
な
ト

ラ
ッ
プ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

○
今
後
の
抱
負

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
で
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争

い
が
激
し
い
の
で
、
自
分
が
得
意
と
し
て

い
る
Ｍ
Ｆ
や
Ｄ
Ｆ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
勝
ち

取
っ
て
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

　
目
標
と
し
て
い
る
選
手
の
よ
う
に
な
る

た
め
に
、
試
合
で
は
自
分
の
周
り
だ
け
で

な
く
遠
く
の
状
況
も
考
え
、
一
つ
先
の
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
で
プ
レ
ー
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
に
上
が
っ
て
活
躍
し
、
将
来
は

日
本
代
表
と
し
て
も
活
躍
し
た
い
で
す
。

No.10

中野のチカラ
キラ
リ

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
よ
り

　
「
ふ
る
さ
と
の
味
詰
め
合
わ
せ
」
…
２
人

問
題

　
高
梨
館
跡
公
園
に
咲
く
「
天
下
一
の

桜
」
と
称
さ
れ
る
１０
本
の
桜
と
い
え
ば
？

　 

　「
●
●
●
●
●
●
●
●
ザ
ク
ラ
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
４
月
25
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
豊
田
農
産
物
加
工
施
設

利
用
組
合
で
販
売
し
て
い
る
お
や
き
の
名

称
は
？　
　
　

答
え
・
・
・「
あ
ち
ゃ
ま
」

卯
う ば な

花　飛
ひ ら い

来 さん【中野エスペランサ】

Ｆ
Ｃ
中
野
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
か
ら

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
（
Ｕ
１８
）
へ
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No. ７9○
自
己
紹
介

　
市
内
で
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
を
し
な
が

ら
美
容
師
と
し
て
も
働
い
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
は
、
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
し
て
お

り
、
月
に
数
回
は
東
京
ま
で
撮
影
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
記
録
型
撮
影
と
は
違
い
、
一
組

一
組
に
対
し
映
画
を
制
作
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
「
シ
ネ
マ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

の
編
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
ま

だ
、
制
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
手

法
で
あ
り
、
編
集
に
時
間
も
掛
か
る
た
め

大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
見
た
お
客
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
き
は
、
と
て
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
美
容
師
と
し
て
も
働
い
て
は
い
ま
す
が
、

編
集
と
撮
影
に
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
割
い

て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
友
人
な
ど
限
ら

れ
た
方
に
の
み
、
整
髪
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
中
野
市
の
イ
メ
ー
ジ

　
雄
大
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
落
ち

着
い
て
暮
ら
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
世
界
的
に
も
有
名
な
地
獄
谷
野
猿
公

苑
や
志
賀
高
原
が
近
く
に
あ
り
、
写
真
も

撮
り
に
行
き
や
す
く
、
素
晴
ら
し
い
環
境

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
若
者
が
都
会
に

移
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の

で
、
若
者
が
「
も
っ
と
住
み
た
い
」
と

思
え
る
街
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
し
、

も
っ
と
住
み
た
い
街
に
変
え
て
い
け
る
よ

う
、私
自
身
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

　
妻
と
共
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
仕

事
に
時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
、
時
間
を
作
っ
て
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
活

動
も
し
た
い
で
す
。

関
せ き

　一
か ず や

也
【フォトグラファー（写真家）・美容師】

市
民
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▲雄大な景色などを自分が狙った
通りに撮影できたときは、とても
嬉しい気持ちになります。
　（写真は関一也さんから提供）

石い

し

い井
小さ

ゆ

り

百
合
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

 さん

池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol． ９

　
こ
の
た
び
商
標
『
故
郷
の
ふ
る
さ
と
』

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
去
る
３
月

２２
日
に
「
な
か
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
唱
歌

「
故
郷
」
の
発
祥
の
地
と
し
て
、
中
野
市

を
広
く
地
域
内
外
に
対
し
て
知
っ
て
い
た

だ
き
、
人
が
訪
れ
、
交
流
を
通
じ
て
経
済

活
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

持
て
る
観
光
資
源
を
活
か
し
て
い
く
、
ま

さ
に
、
そ
の
た
め
の
標
語
が
で
き
た
。

　
当
日
は
、
中
野
立
志
館
高
校
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ダ
ン
シ
ン
グ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
三
四
六
さ
ん
の
司
会
に
よ
る
、

「
ふ
る
さ
と
か
ら
世
界
へ
の
情
報
発
信
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
中

野
童
謡
・
唱
歌

を
歌
う
会
の
皆

さ
ん
と
会
場
に

集
ま
っ
た
方
々

全
員
で
「
ゴ
ン

ド
ラ
の
歌
」
と

「
故
郷
」
を
合
唱

し
た
。

　
今
や
、
世
界

中
で
唱
歌
「
故

郷
」
は
唄
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
作
詞

者
で
あ
る
高
野
辰
之

博
士
の
生
家
が
こ
こ

中
野
市
は
豊
田
に
あ

る
。
映
画
サ
ウ
ン
ド

オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

で
歌
わ
れ
た
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
が
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
山
並
み
を
想
起
さ
せ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、「
故
郷
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
自
分
の
ふ
る
さ
と
へ
の
憧
憬
を
想
い
浮

か
べ
る
世
界
的
な
歌
と
な
っ
た
。
３
・
11

と
い
う
未
曽
有
の
災
害
の
な
か
で
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る

歌
と
し
て
輝
き
、
世
界
に
広
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
ん
な
唱
歌
「
故
郷
」
の
原
風
景
が
こ

こ
中
野
市
に
あ
る
。
訪
れ
る
人
た
ち
は
そ

の
原
風
景
に
自
分
の
故
郷
の
風
景
を
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
し
た
世

界
が
こ
こ
中
野
市
に
あ
る
と
知
れ
ば
、
多

く
の
人
が
本
市
に
や
っ
て
き
て
く
れ
る
も

の
と
思
う
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
冬
が
終
わ
り
、
春
を
告

げ
る
「
ひ
な
市
」
そ
し
て
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
桜
の
名
所
が
あ
る
中
野
市
。
四
季

折
々
の
季
節
の
中
で
、
こ
の
地
を
愛
で
多

く
の
人
に
訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

の
は
私
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

な
か
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈東吉田〉



街の話題やイベントを紹介します
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　３月 ２３ 日、市民会館ホールにおいて、「晋平・
辰之メモリアル タケカワユキヒデコンサート」を
開催しました。コンサートでは、ゴダイゴのヒッ
トナンバーのほか、ビートルズの名曲の数々を熱
唱されました。また、このコンサートのために結
成された「晋平・辰之メモリアル合唱団」との共
演では、「ゴンドラの唄」「故郷」「ビューティフ
ルネーム」「銀河鉄道 ９９９」を合唱し、会場はアッ
トホームな雰囲気に包まれました。

タケカワユキヒデコンサート
　３月 ２３ 日、中野陣屋・県庁記念館において、「土
人形絵付けコンテスト」の表彰式を開催しました。
コンテストは、土人形の愛らしさと素朴さを感じ
てもらうため開催しているもので、昨年 １０ 月１
日から４カ月間作品を募集したところ、小学校低
学年、同高学年、一般の３部門に過去最多の ６３６
点のご応募をいただきました。審査の結果、各部
門ごとに最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作 10 点
が入選し、受賞者に表彰状をお渡ししました。

土人形絵付けコンテスト表彰式

小中学校・卒業証書授与式
　３月 1８ 日に市内の 11 小学校、また、1９ 日に４中学校で卒業証書授与式が行われ、小学生 ４８８ 人、中
学生 ４６２ 人が卒業しました。式では、在校生や保護者など大勢の出席者が見守る中、卒業生が入場し、校
長先生から一人一人に卒業証書が手渡されました。また、来賓や在校生などからお祝いや感謝の言葉が送
られました。学び舎に別れを告げた卒業生は、学校生活の思い出を胸に、夢や希望に向かって新たな道を
歩み始めました。　　　　　　　　　　　　　　　　【写真：倭小学校（左）、高社中学校（右上・右下）】



まちかどトピックス
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日野原重明先生「健康講演会」
　３月２１日、市民会館ホールにおいて、昨年１０月
に１０２歳を迎えられた日

ひ の は ら

野原重
し げ あ き

明先生による「健康
講演会」を開催しました。当日は、「健やかな長寿
日本一をめざして」と題して講演をいただきました。
先生のユーモアを交えたお話に、会場からは笑い
が起きていました。先生の講演を聞いた皆さんは、
健康の大切さを改めて認識する良い機会となりま
した。最後は、晋平少年少女合唱団の皆さんが歌
声を披露し、講演会に花を添えていただきました。

　市内では初となる「認定こども園」が開園しま
した。認定こども園とは、親の就労の有無にかか
わらず、小学校就学前の子どもに対する保育およ
び教育、保護者に対する子育て支援などを行う施
設です。開園したのは、中野マリア幼稚園・保育
園で、今後の乳幼児保育・教育の充実が期待され
ます。３月 ２７ 日に行われた中野マリア保育園の
しゅん工式では、大勢の来賓・関係者が出席し、
子育て支援の拠点となる施設の完成を祝いました。

認定こども園開園

　３月 ２２日、市民会館ホールにおいて、信州なかのシンボルマークおよび登録商標「故郷のふるさと」の
活用を推進することを目的に、なかのブランドシンポジウムを開催しました。当日は、池田市長の講演の
ほか、タレントの三

さ ん し ろ う

四六さんをコーディネーターに迎え「ふるさとから世界への情報発信」と題したパネ
ルディスカッションなどが行われました。パネルディスカッションでは、分野の違う４人の有識者の皆さ
んから地域資源の活用やブランド力向上の取り組みなどについて、前向きな意見や提案をいただきました。

なかのブランドシンポジウム



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

▼
お
知
ら
せ

　
「
見
や
す
く
」「
分
か
り
や
す
く
」「
親
し

み
や
す
く
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容　
デ
ザ
イ
ン
や
構

成
を
見
直
す
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
の
閲
覧
に
も
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
な
た
に
で
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
「
音
声
読
み
上
げ
機

能
」
や
「
外
国
語
表
示
」
な
ど
に
も
対
応

し
ま
し
た
。

中
野
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w.city.nakano.nagano.jp

※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

庶
務
課
秘
書
広
報
係
（
内
線
400
）

問

２8２０１４．４ 広報なかの

　

市
広
報
の
交
流
サ
イ
ト
「
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ

か
、
取
材
し
た
出
来
事
な
ど
、
最
新
の
情

報
と
市
の
魅
力
を
随
時
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク　

https://w
w
w
.

facebook.com
/shinsyu.nakano.koho

市
広
報
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
開
設
し
ま
し
た

庶
務
課
秘
書
広
報
係
（
内
線
212
）

問

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日　

４
月
９
日
㈬
、
13
日
㈰
、

23
日
㈬
、
５
月
７
日
㈬
、
14
日
㈬
、

18
日
㈰
、
28
日
㈬

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格　
１
袋(

１５
㎏)

２
０
０
円

バ
ラ(

３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り　
要
予
約
（
10
日
前
）

●
未
土
利

販
売
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭

日
除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場(

ナ
ピ
ア

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地)

価
格　
１
袋(

１５
㎏)

２
５
０
円

※
在
庫
が
少
な
い
た
め
、
売
り
切
れ

の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

汚
泥
発
酵
肥
料
　
な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
下
水
道
係
（
内
線
283
）

問

　
法
律
の一部
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係
（
内
線
356
）

問
全
部
支
給
４
万
１
０
２
０
円

一
部
支
給
９
６
８
０
円
～
４
万
１
０
１
０
円

区
分

支
給
額

１
級
該
当
児
童
４
万
９
９
０
０
円

２
級
該
当
児
童
３
万
３
２
３
０
円

　
な
が
の
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会

議
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
「
な
が
の

子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
パ
ス
ポ
ー
ト

子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

カ
ー
ド
が
新
し
く
な
り
ま
す

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係
（
内
線
356
）

問

　
法
律
の一部
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
２
万
６
０
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
１
万
４
１
４
０
円

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
内
線
294・ 

295)
問

　
新
入
学
児
童
や
新
社
会
人
な
ど
を
迎
え

た
交
通
環
境
の
中
、み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。期
間
中
は
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、市

が
街
頭
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
が
、

交
通
安
全
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
自
分
自

身
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、一
人
一
人
の
心

掛
け
で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

期
間　
４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫

ス
ロ
ー
ガ
ン　
信
濃
路
は　
ゆ
と
り
の
笑

顔
と　
ゆ
ず
り
あ
い

運
動
の
重
点　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
を
基
本
と
し
て

・
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩

行
者
保
護
の
徹
底

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２３８
）

問

　
例
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は

山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

・
山
林
や
山
際
で
の
た
き
火
は
し
な
い

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

農
政
課
耕
地
林
務
係（
内
線
２51
）

問

カ
ー
ド
が
有
効
期
限
を
迎
え
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
18
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
協
賛
店
舗
は
、

ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

な
が
の
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会
議

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.nagano-

kosodate.net



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

　日帰り入湯客の負担軽減を図るため、４月１日か
ら日帰り入湯客の入湯税を引き下げました。
　 100円から50円に引き下げました
　今まで100円であった日帰り入湯税を50円引き下げ、
50円としました。なお、宿泊客の入湯税は150円で、今
までと変わりません。また、12歳未満の方は課税免除と
なります。市内の温泉施設に入湯される際は、各施設
の利用料金に入湯税額を上乗せしてお支払ください。
　 入湯税は施設整備や観光振興などに使われます
　平成24年度の入湯税の税収は約2,300万円でし
た。入湯税は目的税であり、観光振興や観光施設、
環境衛生施設、消防施設などの整備に使われます。
　 日ごろの疲れは市内の温泉で癒やしましょう
　市内には魅力的な４カ所の温泉施設があります。
　ゆっくりと温泉に入り、日ごろの疲れを癒やして
みてはいかがでしょう。

日帰り入湯税の引き下げ
税務課課税係（内線225・229）問

納期限　平成26年度固定資産税・都市計画税第１期
の納期限は、４月30日㈬です。

豆

①

税
の

知識
豆

⑩

豆

２9 ２０１４．４広報なかの

緑
化
運
動　
緑
の
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緑
化
苗
木
頒
布
会

期
日　
５
月
11
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
か
ら

会
場　
一本
木
公
園
、浜
津
ケ
池
公
園
駐
車
場

※
詳
し
く
は
４
月
中
旬
に
全
戸
回
覧
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑
化
運
動
・
緑
化
苗
木
頒
布
会

農
政
課
耕
地
林
務
係（
内
線
２51
）

問

　
活
用
見
込
み
の
な
い
市
の
土
地
を
売
却

し
ま
す
。

売
却
物
件

・
所
在
地　
穴
田
５５
番
４

・
面
積　
２
０
１
・
３
１
㎡

・
地
目　
宅
地

・
最
低
売
却
価
格　
７
３
万
２
７
６
８
円

応
募
資
格　
個
人
ま
た
は
法
人

申
込
期
限　
４
月
25
日
㈮

決
定
方
法　
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
決
定

申
込
方
法　
「一般
競
争
入
札
参
加
申
込
書

申
普
通
財
産
を
売
却
し
ま
す

財
政
課
管
財
係（
内
線
222
）

問

兼
受
付
済
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
観
光
係　
（
内
線
259
）

市
内
温
泉
施
設
の
利
用
料
金

が
変
わ
り
ま
し
た

問

　
日
帰
り
入
湯
客
の
入
湯
税
を
引
き
下
げ

た
こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
市
内
温

泉
施
設
の
利
用
料
金
（
入
湯
税
を
含
む
）

が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

●
晋
平
の
里
間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

　
大
人　
４
５
０
円

　
小
人　
２
０
０
円

●
豊
田
温
泉
公
園
も
み
じ
荘

大
人　
４
５
０
円
（
２
５
０
円
）

中
学
生　
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

小
人　
２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

※
かっ
こ
内
は
午
後
５
時
以
降
の
料
金

●
斑
尾
高
原
体
験
交
流
施
設
ま
だ
ら
お
の
湯

大
人　
４
５
０
円
（
２
５
０
円
）

中
学
生　
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

小
人　
２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

※
かっ
こ
内
は
午
後
５
時
以
降
の
料
金

●
長
嶺
温
泉

大
人　
４
０
０
円

小
人　
２
５
０
円

　
帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
で
は
、
皆
さ
ん
に
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
１
回

「
帯
の
瀬
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
６
月
の
ご
案
内

期
日

イ
ベ
ン
ト

季
節
の
風
呂

４
月
２６
日
㈯
ハ
ー
ト
フ
ル
ト
ー
ン

演
奏
会

潤
い
の

湯

５
月
27
日
㈫
歌
の
広
場

み
ん
な
で
歌
お
う
菖
蒲
の

湯

６
月
26
日
㈭
映
画
鑑
賞
会

草
津
の

湯

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ

「
帯
の
瀬
の
日
」

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ　

☎
�
６
２
１
０

問
申

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

持
ち
物　
昼
食
、
入
浴
道
具

予
約　
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

豆



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

30２０１４．４ 広報なかの

▼
募
集

　
釣
り
や
ボ
ー
ト
乗
り
、
散
策
な
ど
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
４
月
27
日
㈰

時
間
　
午
前
８
時
30
分

利
用
料
金
な
ど
の
割
引(

当
日
限
り)

・
浜
津
ケ
池
　
釣
り
・
ボ
ー
ト 

無
料

・
市
立
博
物
館
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
温

室
・
昆
虫
館
　
観
覧
無
料

・
そ
ば
処
天
悠(

市
民
セ
ン
タ
ー
内)

　
手
打
ち
ざ
る
そ
ば
　
５
０
０
円

・
乗
馬
セ
ン
タ
ー
引
き
乗
馬
　
半
額
（
大

人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
５
０
円
）

浜
津
ケ
池
ボ
ー
ト
開
き

商
工
観
光
課
観
光
係（
内
線
２59
）

問
　
中
山
晋
平
の
偉
業
と
作
品
を
後
世
に
継

承
す
る
た
め
、
生
誕
祭
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
４
月
22
日
㈫

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

会
場
　
中
山
晋
平
記
念
館
（
中
山
晋
平
生

誕
地
記
念
碑
前
）

内
容
　
み
な
み
保
育
園
の
園
児
と
日
野
小

学
校
５
年
生
に
よ
る
童
謡
の
合
唱
の
ほ

か
、
園
児
た
ち
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
飛
ば
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
館
内
無
料
開
放

中
山
晋
平
生
誕
１
２
７
年
祭

中
山
晋
平
記
念
館　

☎
�
７
０
５
０

問

資源物の特別回収

資源物の日曜回収

問環境課衛生係（内線245）

4月13日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目　庭木の剪定枝、陶磁器

４月27日㈰　午前10時～午後１時
場所　新鮮屋オタギリ
回収品目　段ボール、新聞紙、雑誌・雑がみ、び
ん、ペットボトル、食用油、古着・古布

★指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。
庭木の剪定枝…直径15cm以下のもの。剪定枝のチップは会場
に積み置きます。無料で配布していますので、ご自由にお持ちく
ださい。※草・根・廃材・果樹剪定枝は回収できません。
陶磁器…食器類に限る。※汚れたもの、陶器・磁器以外は回
収できません。
食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限る。
古着・古布…今年度からナイロン製品・中綿入り製品、セーター
なども回収対象になります。　
びん・ペットボトルなど…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。

資源物の特別回収・日曜回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　物品はご自身で保管し、希望者双方で直接交渉していた
だきます。掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　電子オルガン／冷凍庫／布団乾燥機／電気
式寄せ鍋／大鍋／車椅子／シルバーカー／VHSビデオデッ
キ／アップライトピアノ

譲ります

譲ってください　　　　　　　  　ビデオカメラ（ミニDVカセットタイプ）／
小型耕運機／園芸用アーチパイプ（20本）／電気炊飯器

リサイクルかわらばん ３月27日現在

　
音
声
告
知
放
送
は
、
緊
急
地
震
速
報
な

ど
の
緊
急
放
送
の
ほ
か
、
毎
日
、
朝
晩
、

市
な
ど
か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

費
用
（
税
込
み
）

・
音
声
告
知
放
送
端
末
機

　
１
台
目
　
無
料
（
市
か
ら
貸
し
出
し
）

　
２
台
目
以
降
　
１
万
８
２
７
０
円
／
台

（
加
入
者
負
担
）

・
引
込
線
工
事
　
２
万
１
０
０
０
円
（
加

入
者
負
担
）

・
建
物
内
工
事
　
加
入
者
実
費
負
担

※
加
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

音
声
告
知
放
送
の
加
入
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

政
策
情
報
課
情
報
係
（
内
線
217
）

問
　
現
在
の
空
き
住
宅
と
、
５
月
か
ら
７
月

ま
で
に
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
備

え
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
　
東
山
団
地
・
泉
団
地
・

長
元
坊
団
地
・
小
田
中
団
地
・
城
下
団
地

の
各
市
営
住
宅
、
若
者
住
宅

空
き
の
あ
る
住
宅
　
東
山
団
地

募
集
期
間
　
４
月
14
日
㈪
ま
で

申
市
営
住
宅
・
若
者
住
宅
入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
273
）

問

選
考
方
法
　
公
開
抽
選
に
よ
り
順
位
を
決
定

抽
選
日
時
　
４
月
25
日
㈮
　
午
後
２
時

抽
選
会
場
　
市
民
会
館
４５
号
会
議
室

※
入
居
者
の
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東日本大震災義援金
受付期間を延長しました

危機管理課危機管理防災係
（内線285）
問

義援金受付期間（延長後）　
平成27年３月31日㈫まで
受付場所　市役所、豊田支所、
中野保健センター、中央・北
部・西部公民館

申
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31 ２０１４．４広報なかの

問市立図書館　☎（26）5841

ドナルドダック３
　上映日時　４月20日㈰　午後２時～

ダ・ヴィンチ・コード
　上映日時　５月７日㈬　午前10時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

疎開した
４０万冊の図書
著／金髙謙二
幻戯書房
　遺された文化、守ら
れた言葉
　太平洋戦争末期、大
八車を押し、あるいは
リュックを背負って、
何度も、貴重な本を運んだ人々がいた。
　旧都立日比谷図書館を中心とした記録。

子どもと登る
初めての富士山
著／関良一
旬報社
　山の初心者が、子どもを
連れて安全・確実に登るノ
ウハウがいっぱい

昭和の犬（姫野カオルコ）／穴（小山田浩子）／
黒書院の六兵衛（上・下）（浅田次郎）／わたし
はマララ（マララ・ユスフザイほか）／日本人へ 
危機からの脱出篇（塩野七生）／ユーミンの罪
（酒井順子）／奇跡の農業革命（井上祐宏）／
電車をデザインする仕事（水戸岡鋭治）／迷惑
メール、返事をしたらこうなった。（多田文明）
／死ぬまでに行きたい！世界の絶景（詩歩）／
最後の晩餐の真実（コリン　Ｊ．ハンフリーズ）／
子どもの本１００問１００答（大阪国際児童文学振
興財団）

　
市
内
の
農

産
物
や
加
工

品
を
取
り
揃

え
た
「
夏
の

ギ
フ
ト
カ
タ

ロ
グ
」
に
掲
載
す
る
商
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

募
集
商
品
　
中
野
市
産
農
産
物
お
よ
び
市

内
で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
食
品
や
特
産
品

な
ど
で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配
が
可
能
な

も
の 産

地
か
ら
お
い
し
さ
お
届
け

「
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
」

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係（
内
線
406
）

信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー　
☎
�
５
５
８
１

問

応
募
条
件

・
食
品
衛
生
法
な
ど
の
関
係
法
令
を
遵
守

す
る
こ
と

・
食
品
製
造
業
者
の
方
は
Ｐ
Ｌ
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

・
食
品
加
工
品
は
、
容
器
ま
た
は
包
装
な

ど
に
「
中
野
市
内
で
製
造
・
加
工
」

「
原
材
料
が
中
野
市
産
」
の
い
ず
れ

か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
中
野
市
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
使
用
許
可
を
取
得
し
て
い

る
こ
と

応
募
期
限
　
４
月
２５
日
㈮

申
込
方
法
　
商
品
企
画
書
（
様
式
あ
り
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
８
１

掲
載
料

・
１
枠
　
３
千
円

・
２
枠
　
５
５
０
０
円

・
３
枠
　
８
千
円

・
４
枠
（
１
ペ
ー
ジ
）
　
１
万
円

※
１
枠
あ
た
り
３
品
ま
で
掲
載
可
能

手
数
料
　
１
個
に
つ
き
商
品
価
格
の
５
％

発
行
部
数
　
４
万
２
千
部
（
中
野
市
・
茨

城
県
北
茨
城
市
・
大
分
県
竹
田
市
内
へ
の

全
戸
配
布
、
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
会
員

の
皆
さ
ん
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発

送
な
ど
）

そ
の
他
　
注
文
の
受
け
付
け
と
代
金
の
決

済
は
一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社
、

商
品
の
発
送
や
ク
レ
ー
ム
対
応
は
応
募
者

の
皆
さ
ん
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
行
時
期
　
６
月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　４月２３日㈬から５月１２日㈪までの読書週間にあわせて、市立図書館
２階ＡＶホールで「ビデオ上映会」「お話し会スペシャル」を開催します。
期間中は、お話し会や絵本展なども開催しますのでお出掛けください。

子ども読書週間　ビデオ上映会・お話し会スペシャル

図書館の平日開館時間を午後７時まで延長しています。ご利用ください。

ビデオ上映会
期日　４月２７日㈰
時間　午後２時
上映作品　ドナルドダック5

お話し会スペシャル
期日　５月９日㈮～11日㈰
時間　午前10時～正午
内容　紙芝居、朗読、読み聞かせ



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

▼
相
談

32２０１４．４ 広報なかの

年金
　国民年金は、20歳以上60歳未満の学生を含むすべて
の方の加入が義務付けられていますが、学生で所得が
一定以下の場合、申請により保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」があります。学生納付特例を受け
た期間は、老齢基礎年金額には反映されませんが受給
資格期間に算入されます。また、病気や事故など万が一
の場合には障害・遺族基礎年金を受けることもできます。
　なお、特例制度の利用開始から10年以内であれば追
納することで受給額を満額に近づけることができます。
新たに特例を受けたい方 市役所市民課国民年金係へ

「学生証の写し（または在学証明書の原本）」「印鑑」をお
持ちの上、手続きしてください。
引き続き特例を受けたい方 前年度に特例を承認され、
今年度も同じ学校に在学する方は、3月下旬から順次送付
されているハガキに必要事項を記入の上、ご返送ください。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
市民課国民年金係（内線237）

国民年金「学生納付特例制度」
－申請は毎年度必要です－

平日午前8時30分～午後5時15分　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165

問

ご寄付ありがとうございました
愛知県名古屋市　大井　正隆　様　
現金100,000円　延徳小学校児童図書購入のため
中野ライオンズクラブ　様
桜の苗木50本と植樹一式　高野辰之記念館とB&G海洋
センター周辺の環境美化のため
中野ライオンズクラブ　様
新入学児童交通安全帽子400個　新入学児童交通安全のため
中野市農業協同組合　様
傘373本　JA中野市管内小学校新入学児童の祝品として
問　庶務課秘書広報係（内線400）申

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

「名もなき小さな農家の収蔵品展」
　4月6日㈰～21日㈪
サークル「つぶやき」絵手紙～ありが
とう～　4月23日㈬～5月12日㈪

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
は
長
野
県
が
設
置

し
て
い
る
若
者
の
就
業
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。

　
就
職
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か

ら
な
い
方
や
、
今
ま
で
就
職
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
な
い
方
な
ど
、
仕
事
に
関
す

る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
に
専
門
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
応
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
就
職
情
報
の
提
供
、
求
人
検
索
・
職

業
紹
介
も
で
き
ま
す
。

若
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
４０
代
前
半
ま
で
の
、
失
業
者
・
無
業
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
は
「
若
者
誰
も
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間
」
を
キ
ー
コ
ン

セ
プ
ト
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

所
在
地　

長
野
市
新
田
町
１
４
８
５-

１
　
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
４
階

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
１２
月
２９
日
～
１

月
３
日
は
休
み

就
職
の
き
っ
か
け
は

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」
で

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州

☎
０
２
６
（
２
２
８
）
０
３
２
０

問

　
市
で
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
と
共
催

で
「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
と
し
て

40
代
前
半
ま
で
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
就
職
活
動
っ
て
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
「
や
り
た
い
こ
と
が

見
つ
か
ら
な
い
」
「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る

の
か
知
り
た
い
」
な
ど
、
仕
事
で
悩
ん
で

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
に
あ
っ
た
仕
事
や
働
き
方
な

ど
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
、
長
野
県
若
年
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
地
域
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
応
じ
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

期
日
　
予
約
の
際
に
、
希
望
の
期
日
・
時

間
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

※
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
を
除
く

会
場
　
中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
２７
号

長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
求
人
紹
介
や
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

若
者
の
た
め
の
就
職
相
談

「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

商
工
観
光
課
労
政
係
（
内
線
２５８
）

問
申
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補聴器購入によるトラブルにご注意！
事例　眼鏡を買うため眼鏡店に行った際、店員に
「左耳が難聴で耳鳴りがする」と伝えたところ、補聴
器を着けるように勧められた。補聴器を着けると耳
鳴りが治まった気がしたため、店員に勧められるまま
補聴器購入の契約をしてしまった。しかし、価格が
２５万円と高額であったので解約したい。
アドバイス　補聴器にはいろいろな種類があり、
価格や性能も様々です。購入前に耳鼻咽喉科を受
診し、自分の「聞こえ」の状態などを相談するととも
に、商品の情報について事前に調べておくことが大
切です。店員に勧められるまま契約すると、後でトラ
ブルになる場合がありますので慎重に行いましょう。
解決方法　自ら店に出向いて契約した場合は、クー
リング・オフによる解約はできません。販売方法に
よっては解約できる場合もありますので、トラブルに
なってしまった場合は、早めにご相談ください。

問い合せ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県長野消費生活センター　☎026(223）6777

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

43

▼相談日程

４月20日㈰は中野市議会議員一般選挙の投票日です。33

子ども相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線278）

保健師による保健相談 期日　毎月第２・４金曜日（休所日を除く）　時間　午前10時～11時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線242)

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線366）

行政相談 期日　４月10日㈭、５月12日㈪　時間・会場　①午前９時～11時30分　豊田支所
相談室　②午後１時～４時　市民会館44号会議室（４月10日㈭は46号会議室）

庶務課庶務文書係
(内線211)

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線238)

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

結婚相談　予約制 期日　毎週月～金曜日　時間　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時30分～３時30分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　４月17日㈭ 時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

２０１４．４広報なかの

　
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を

皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
目
指
す
た
め
、
市
で
は
行
政
相
談

所
を
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

小お

の野
す
み
江え

さ
ん
（
栗
和
田
）
、
町ま

ち

だ田
榮さ

か
え

行
政
相
談
所
の
開
設

庶
務
課
庶
務
文
書
係（
内
線
２11
）

問

さ
ん
（
栗
林
）
、
丸ま

る
や
ま山

正ま
さ
み
つ光

さ
ん
（
豊

津
）

定
例
相
談
日
（
毎
月
１
回
）

４
月
10
日
㈭
、
５
月
12
日
㈪
、
６
月
10
日

㈫
、
７
月
10
日
㈭
、
８
月
11
日
㈪
、
９
月

10
日
㈬
、
10
月
10
日
㈮
、
11
月
10
日
㈪
、

12
月
10
日
㈬
、
平
成
27
年
１
月
13
日
㈫
、

２
月
10
日
㈫
、
３
月
10
日
㈫

時
間
・
会
場

午
前
９
時
～
11
時
30
分
　
豊
田
支
所
相
談

室午
後
１
時
～
４
時
　
市
民
会
館
44
号
会
議

室
（
４
月
10
日
㈭
は
46
号
会
議
室
で
行
い

ま
す
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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中野小学校　５年塚
つ か の

野　幸
こ う す け

介さん

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
マ

ン
ガ
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
月
に
一
度
、
自

分
の
お
こ
づ
か
い
で
マ
ン
ガ

本
を
一
冊
買
っ
て
読
む
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。

　
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
い
る

時
、
「
自
分
も
こ
ん
な
面
白

い
マ
ン
ガ
を
描
け
た
ら
い
い

な
」
と
マ
ン
ガ
家
に
あ
こ
が

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ぼ
く
は
絵
を
描
く

こ
と
や
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と

が
好
き
で
す
。
人
の
笑
顔
を

見
て
い
る
と
、
ぼ
く
も
と
て

も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る

か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
か
有
名
な

マ
ン
ガ
家
に
な
っ
て
、
日
本

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
た
ち
に
も
、
ぼ
く
の

マ
ン
ガ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
み
な

が
ら
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
外
国
語
を
真
剣
に
勉
強
し

て
、
ど
ん
な
人
に
も
「
こ
の

マ
ン
ガ
、
お
も
し
ろ
い
！
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

マ
ン
ガ
を
描
け
る
よ
う
に
、

マ
ン
ガ
家
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

34２０１４．４ 広報なかの

マンガ家になりたい！

夢
No.10８

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
一
年
。

平
成
２５
年
度
最
後
の
広
報
を
作
成

し
、
２
人
の
広
報
担
当
者
が
異
動

と
共
に
別
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し

た
。
特
集
の
「
桜
」
の
よ
う
に
、

次
の
職
場
に
移
っ
て
も
立
派
な
花

を
咲
か
せ
、
花
道
を
歩
き
続
け
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
１
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
芳
澤
）

▼
中
野
市
は
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
広
報
な
か
の
を
編

集
し
て
き
ま
し
た
。
来
月
号
か
ら

は
、
イ
ケ
メ
ン
編
集
者
３
人
で
本

誌
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
堀
米
）

▼
毎
朝
す
れ
違
う
ラ
ン
ド
セ
ル
の

男
の
子
が
そ
の
日
は
学
ラ
ン
姿
。

ば
っ
ち
り
決
ま
っ
た
短
髪
か
ら
は

ど
う
や
ら
卒
業
を
迎
え
た
彼
の
決

意
が—

。人
事
異
動
に
よ
り
最
後
と

な
っ
た
本
紙
の
編
集
も
終
え
私
も

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
栁
澤
）

面積：１１２．０６㎢
人口：44,4５9 人（－ ３３）
　男　：２１，４８６ 人（－ ２5）
　女　：２2,9７３ 人（－８）
世帯数：１５，42１ 戸（－５）
【平成 ２６ 年３月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記
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